
臘
八
の
五
味
粥
と
紅
糟

―
中
国
と
日
本
に
お
け
る
変
遷

―

小

川

太

龍

は
じ
め
に

拙
論
は
、
臘ろ

う

八は
つ

に
ま
つ
わ
る
五ご

味み

粥し
ゅ
くと

紅く
ん
ぞ
う糟

と
い
う
二
種
の
食
品
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
中
国
・
日
本
に
お
け
る
歴
史
的
変
遷
に
つ

い
て
論
じ
る
も
の
で
あ
る
。

臘
八
と
は
臘
月
（
十
二
月
）
八
日
の
略
で
あ
り
、
中
国
・
日
本
な
ど
の
北
伝
仏
教
諸
地
域
で
は
仏
成
道
の
日
と
さ
れ
る
。
こ
の
日
に
は
、

臘
八
粥
と
も
呼
ば
れ
る
五
味
粥
と
い
う
粥
を
口
に
す
る
こ
と
が
あ
る
―
―
以
下
、
臘
八
粥
は
臘
八
の
五
味
粥
を
含
む
―
―
。
こ
れ
は
宋
代

以
降
に
一
般
化
し
、
し
ば
し
ば
仏
成
道
を
記
念
し
た
食
品
だ
と
も
さ
れ
る
。
現
在
、
中
国
で
は
主
に
北
方
に
お
い
て
習
俗
と
し
て
定
着
す

る
一
方
で
（
長
井
［
二
〇
一
四
、四
六
―
四
七
］）、
日
本
で
は
禅
寺
を
中
心
に
限
ら
れ
た
範
囲
に
の
み
見
え
る
。

ま
た
こ
れ
と
は
別
に
、
紅
糟
と
い
う
臘
八
に
ま
つ
わ
る
食
品
が
あ
っ
た
こ
と
が
、
各
種
文
献
か
ら
知
ら
れ
る
。
し
か
し
日
中
両
国
と
も

に
、
時
間
が
経
過
す
る
に
つ
れ
そ
の
存
在
は
薄
れ
、
特
に
日
本
で
は
、
江
戸
期
の
臨
済
宗
僧
、
無む

じ
ゃ
く
ど
う
ち
ゅ
う

著
道
忠
（
一
六
五
三
―
一
七
四
五
）
が
指

摘
す
る
よ
う
に
、紅
糟
は
五
味
粥
の
異
称
と
も
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
（「
紅
糟
と
は
即
ち
五
味
粥
な
り
。
臘
八
に
之
を
噉く

ら
う
（
紅
糟
即
五
味
粥
也
。

臘
八
噉
之
）」
／
（『
禅
林
象
器
箋
』
巻
一
六
「
飲
啖
類
上
・
紅
糟
」
／
柳
田
［
一
九
七
九
、六
六
三
上
］）。

こ
れ
ま
で
臘
八
の
五
味
粥
に
つ
い
て
は
、
中
国
に
お
い
て
研
究
の
蓄
積
が
あ
り
、
起
源
や
歴
史
的
展
開
に
つ
い
て
大
き
く
二
つ
の
指
摘
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が
な
さ
れ
て
い
る
。
一
つ
は
、
そ
れ
が
さ
ま
ざ
ま
な
要
素
を
含
み
形
成
さ
れ
て
い
る
と
い
う
見
方
で
あ
り
（
李
・
孔
・
潘
［
二
〇
一
七
］）、

も
う
一
つ
は
、
仏
成
道
に
ま
る
わ
る
も
の
が
、
世
俗
化
し
た
と
い
う
見
解
で
あ
る
（
何
・
白
［
二
〇
〇
二
、五
四
］、
程
［
二
〇
一
六
、二
二
］）、

畢
［
二
〇
一
八
、八
八
］）。
一
方
の
日
本
で
は
、
研
究
の
数
が
限
ら
れ
る
も
の
の
、
そ
の
中
に
は
重
要
な
指
摘
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
長
井

［
二
〇
一
四
、三
二
］
は
、
臘
八
の
二
種
の
食
品
は
根
源
が
異
な
り
、
そ
れ
が
次
第
に
混
交
し
た
可
能
性
が
あ
る
と
述
べ
、
ま
た
尾
﨑

［
二
〇
〇
五
、一
七
八
―
一
七
九
］
は
、
日
本
に
お
け
る
両
食
品
の
受
容
と
展
開
に
つ
い
て
、
時
間
の
経
過
と
と
も
に
紅
糟
に
代
わ
り
五
味

粥
が
見
え
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
そ
し
て
拙
論
［
二
〇
一
九
］
が
、
両
食
品
が
相
違
す
る
こ
と
に
加
え
、
紅
糟
の
内
容
に
つ
い
て
は

じ
め
て
論
じ
た
。

以
上
の
よ
う
に
、
重
要
な
指
摘
は
あ
る
も
の
の
、
臘
八
の
両
食
品
に
つ
い
て
日
中
両
国
の
各
種
資
料
を
用
い
て
体
系
的
に
論
じ
ら
れ
た

こ
と
は
な
く
、
特
に
日
本
に
お
け
る
両
者
の
展
開
に
つ
い
て
の
詳
細
は
分
析
さ
れ
て
い
な
い
。

そ
こ
で
拙
論
で
は
、（
一
）
ま
ず
臘
八
の
性
質
と
習
俗
に
つ
い
て
確
認
し
、（
二
）
中
国
に
お
け
る
臘
八
の
五
味
粥
と
紅
糟
の
性
質
と
展

開
を
見
た
後
、（
三
）
日
本
に
お
け
る
両
食
品
の
受
容
と
展
開
を
分
析
す
る
。

こ
れ
に
よ
り
、
臘
八
の
五
味
粥
と
紅
糟
に
つ
い
て
、
両
者
の
異
な
る
性
質
と
意
義
を
指
摘
す
る
と
と
も
に
、
日
本
に
お
い
て
両
者
が
同

一
視
さ
れ
た
経
緯
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
指
す
。
ま
た
本
分
析
は
、拙
論
［
二
〇
一
九
］
の
指
摘
の
詳
細
を
明
ら
か
に
し
た
う
え
で
、

同
［
二
〇
二
一
］
が
論
じ
た
臘
八
仏
成
道
の
形
成
を
考
え
る
一
助
と
も
な
る
。
さ
ら
に
、
江
戸
期
に
伝
来
し
た
黄
檗
禅
（
中
国
、
明
末
清

初
の
臨
済
禅
）
が
、
日
本
へ
与
え
た
文
化
的
影
響
の
一
斑
も
明
ら
か
に
な
る
だ
ろ
う
。

一
、
臘
八
と
臘
や
蜡
の
習
俗

臘
八
の
五
味
粥
と
紅
糟
を
分
析
す
る
に
あ
た
り
、
臘
八
の
性
質
に
つ
い
て
確
認
す
る
。
ま
ず
拙
論
［
二
〇
二
一
］
が
明
ら
か
に
し
た
、

（1） 

（2） 

（3） 
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臘
八
粥
の
由
来
と
さ
れ
る
こ
と
の
多
い
、
臘
八
仏
成
道
の
形
成
史
の
概
略
を
以
下
に
確
認
す
る
。

臘
月
八
日
の
最
も
古
い
儀
礼
は
、
六
世
紀
頃
の
『
荊け

い

楚そ

歳さ
い

時じ

記き

』
に
見
え
た
金
剛
力
士
に
扮
し
て
行
わ
れ
た
大た

い

儺な

―
―
疫
病
な
ど
の

厄
災
を
払
い
（
辟
邪
）、
豊
作
を
願
う
歳
末
の
儀
礼
―
―
と
、
そ
の
一
環
の
沐
浴
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
十
世
紀
頃
か
ら
臘
八
の
浴

仏
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
こ
れ
と
時
を
同
じ
く
し
て
、
仏
生
・
仏
成
道
が
そ
の
根
拠
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
南
宋
に
は
、
臘
八

仏
成
道
が
定
着
し
た
。

臘
八
の
儀
礼
の
根
拠
は
、
当
初
か
ら
仏
成
道
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
臘
八
が
仏
成
道
以
外
の
性
質
を
持
つ
こ
と
を
改
め

て
理
解
す
る
た
め
に
、
適
宜
、
拙
論
［
二
〇
二
一
］
と
歳
時
記
研
究
の
蓄
積
を
用
い
な
が
ら
、
後
に
臘
八
に
吸
収
さ
れ
る
「
臘
」
と

「
蜡さ

」
と
い
う
祭
祀
に
つ
い
て
確
認
す
る
。
こ
れ
は
、
次
節
で
臘
八
の
五
味
粥
を
分
析
す
る
際
に
必
要
な
情
報
と
な
る
。

臘
と
は
一
年
の
終
わ
り
の
祭
祀
を
指
し
、
そ
れ
が
行
わ
れ
る
た
め
十
二
月
を
臘
月
と
も
呼
ぶ
。
そ
の
始
ま
り
は
、
少
な
く
と
も
紀
元
前

に
遡
る
。
そ
し
て
祭
祀
の
日
で
あ
る
臘
日
は
、
王
朝
に
よ
り
異
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
も
の
の
、
宋
代
以
降
に
は
臘
八
が
そ
の
日
と
目
さ

れ
る
よ
う
に
な
る
。
こ
れ
は
、
記
述
の
正
誤
に
つ
い
て
の
議
論
は
あ
る
が
、
南
梁
の
『
荊
楚
歳
時
記
』
が
「
十
二
月
八
日
為
臘
日
」
と
記

す
こ
と
も
影
響
し
て
い
よ
う
（
拙
論
［
二
〇
二
一
、三
―
五
］）。
ま
た
臘
の
目
的
は
、「
先
祖
や
五
祀
（『
礼
記
』
で
は
、
門
・
戸
・
井
・
竃
・
土

地
の
五
種
の
神
）」
を
祀
る
こ
と
だ
と
さ
れ
る
（『
礼
記
正
義
』
巻
一
七
「
月
令
」
／
『
十
三
経
注
疏
』
中
華
書
局
、
一
九
八
〇
年
、
一
三
八
二
頁
上
）。

そ
し
て
臘
祭
に
は
―
―
臘
日
に
付
加
さ
れ
る
祭
祀
習
俗
―
―
、
い
ろ
い
ろ
な
も
の
が
あ
り
（
中
村
裕
一
［
二
〇
一
一
、六
三
〇
―
六
八
五
］）、

そ
れ
ら
の
要
素
の
一
部
は
後
に
臘
八
に
継
承
さ
れ
、
ま
た
臘
八
粥
に
も
反
映
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、
す
で
に
拙
論

［
二
〇
二
一
、四
―
六
］
が
論
じ
た
、
臘
八
仏
成
道
の
形
成
に
深
く
関
係
し
た
大
儺
の
性
質
の
中
心
に
あ
る
「
辟へ

き

邪じ
ゃ

―
―
疫
病
な
ど
の
厄
災

払
い
―
―
」
や
、
竃そ

う

神し
ん

を
祀
る
「
祀し

竃そ
う

」
な
ど
で
あ
る
。
前
者
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
拙
論
［
二
〇
二
一
］
で
論
じ
た
た
め
割
愛
し
、
祀
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竃
に
つ
い
て
以
下
に
確
認
す
る
。
竃
神
を
臘
日
に
祀
る
こ
と
は
、
前
述
の
『
礼ら

い

記き

』
が
述
べ
る
五
祀
に
竃
神
が
入
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も

考
え
ら
れ
、『
荊
楚
歳
時
記
』
に
は
そ
れ
が
記
さ
れ
る
の
で
あ
る
（『
説
郛
三
種
』
巻
六
、
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
八
年
、
三
二
〇
五
下
―

三
二
〇
六
頁
上
）。
ま
た
宋
代
に
は
こ
れ
と
は
別
に
、
竃
神
に
ま
つ
わ
る
「
酔
司
命
」
と
い
う
儀
礼
が
、
十
二
月
二
十
四
日
を
中
心
に
行
わ

れ
た
（『
東
京
夢
華
録
』「
十
二
月
」
Ｄ
六
一
）。

さ
ら
に
十
二
月
に
は
、
蜡
と
称
す
臘
と
の
区
別
が
曖
昧
な
祭
祀
が
あ
る
（
拙
論
［
二
〇
二
一
、三
］）。
両
者
を
同
一
視
し
た
後
漢
末
の
蔡さ

い

邕よ
う

（
一
三
二
・
一
三
三
―
一
九
二
）
は
、
王
朝
ご
と
に
同
じ
祭
祀
に
別
称
を
用
い
た
の
で
あ
り
、
漢
代
の
「
臘
」
は
周
代
の
「
大
蜡
」
だ
と

述
べ
て
い
る
。
ま
た
蜡
と
臘
は
異
な
る
と
す
る
立
場
は
あ
る
も
の
の
、
そ
の
目
的
が
歳
末
に
神
々
を
祀
る
と
い
う
点
は
共
通
し
て
い
る
。

そ
し
て
、
そ
の
神
々
に
つ
い
て
『
礼
記
』
は
、
農
業
神
を
中
心
と
す
る
八
神
で
あ
り
、
そ
れ
ら
を
祀
る
こ
と
を
「
蜡
八
」
と
表
現
し
て
い

る
。な

お
臘
日
は
、「
王
侯
臘
」
と
称
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
こ
れ
は
唐
代
の
編
纂
と
考
え
ら
れ
る
道
教
文
献
に
見
え
、
中
国
神
話
の
五

帝
に
ま
つ
わ
る
日
と
し
て
、福
を
得
、沐
浴
し
先
祖
を
祭
祀
す
る
日
だ
と
い
う
（『
赤
松
子
章
暦
』
巻
二
／
『
中
華
道
蔵
』
第
八
冊
、華
夏
出
版
社
、

二
〇
〇
四
年
、
六
三
五
下
―
六
三
六
中
）。

以
上
、
歳
末
の
祭
祀
で
あ
る
臘
や
蜡
は
、
先
祖
や
神
々
へ
の
祭
祀
を
中
心
と
し
な
が
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
素
が
そ
こ
に
は
見
え
た
。
そ

し
て
、
後
に
そ
れ
ら
は
臘
八
に
継
承
さ
れ
、
臘
八
粥
の
由
来
と
も
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
。

二
、
中
国
に
お
け
る
五
味
粥
と
紅
糟

臘
八
に
粥
を
口
に
す
る
習
俗
は
、
十
二
世
紀
か
ら
見
え
る
。
以
下
は
、
臘
八
の
五
味
粥
に
つ
い
て
記
す
最
古
の
例
と
な
る
、
北
宋
の
首

都
、
開
封
（
現
、
河
南
省
開
封
市
一
帯
）
の
回
想
録
、『
東と

う

京け
い

夢む

華か

録ろ
く

』（
一
一
四
七
年
成
立
）
巻
一
〇
「
十
二
月
」
で
あ
る
。

（4） 

（5） 

（6） 
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初
八
日
、
…
…
諸
大
寺
作
浴
仏
会
、
并
送
七
宝
五
味
粥
与
門
徒
。
謂
之
「
臘
八
粥
」。
都
人
是
日
各
家
亦
以
果
子
・
雑
料
煮
粥
而
食
也
。

（
Ｄ
六
一
）

初
八
日
、
…
…
諸
大
寺
は
浴
仏
会
を
作
し
、
并
び
に
七
宝
五
味
粥
を
送
り
門
徒
に
与
う
。
之
を
「
臘
八
粥
」
と
謂
う
。
都
人
、
是
の

日
、
各
家
、
亦ま

た
果
子
・
雑
料
を
以
て
粥
を
煮
て
食
ら
う
な
り
。

臘
八
の
こ
と
―
―
大
寺
院
で
は
浴
仏
会
を
催
す
と
と
も
に
、
七
宝
五
味
粥
を
門
徒
に
振
る
舞
う
。
こ
れ
を
臘
八
粥
と
い
う
。
街
の
人
々
も

こ
の
日
は
、
家
々
で
木
の
実
や
い
ろ
い
ろ
な
食
材
を
入
れ
た
粥
を
煮
て
口
に
す
る
。

臘
八
粥
と
し
て
五
味
粥
の
名
を
挙
げ
、
寺
院
で
振
る
舞
わ
れ
、
各
家
庭
で
も
そ
れ
を
作
っ
た
こ
と
を
記
す
。
し
か
し
、
紅
糟
に
つ
い
て

の
記
述
は
な
い
。
そ
れ
が
見
え
る
の
は
、
十
三
世
紀
の
資
料
に
な
る
。
以
下
は
、
臘
八
の
五
味
粥
と
紅
糟
に
つ
い
て
記
し
た
、
南
宋
の
首

都
、
臨
安
府
（
現
、
浙
江
省
杭
州
市
一
帯
）
の
風
俗
を
記
し
た
『
夢む

り
ょ
う
ろ
く

梁
録
』（
一
二
七
四
年
に
成
立
）
巻
六
「
十
二
月
」
の
記
述
で
あ
る
。

此
月
八
日
、
寺
院
謂
之
臘
八
。
大
刹
等
寺
倶
設
五
味
粥
、
名
曰
「
臘
八
粥
」。
亦
設
紅
糟
。
以
麩
・
乳
・
諸
果
・
笋
・
芋
為
之
、
供
僧
、

或
餽
送
檀
施
・
貴
宅
等
家
。

（
Ｄ
一
八
一
）

此
の
月
八
日
、
寺
院
、
之
を
臘
八
と
謂
う
。
大
刹
等
の
寺
、
俱み

な
五
味
粥
を
設
け
、
名
づ
け
て
「
臘
八
粥
」
と
曰い

う
。
亦ま

た
紅
糟
を

設
く
。
麩
・
乳
・
諸
果
・
笋
・
芋
を
以
て
之
を
為
し
、
僧
に
供
え
、
或
い
は
檀
施
・
貴
宅
等
の
家
に
餽
送
す
。

臘
八
の
こ
と
―
―
大
寺
院
で
は
五
味
粥
を
作
り
、
そ
れ
を
臘
八
粥
と
い
う
。
ま
た
紅
糟
も
作
る
。
麩
・
乳
・
木
の
実
・
竹
の
子
・
芋
に
よ

り
こ
れ
を
作
り
、
僧
に
供
え
、
檀
家
や
貴
人
に
贈
る
。
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先
の
『
東
京
夢
華
録
』
と
合
わ
せ
、
臘
八
に
は
五
味
粥
と
紅
糟
と
い
う
二
種
の
食
品
が
あ
っ
た
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
し
か

し
、
両
者
の
目
的
が
記
さ
れ
ず
、
ま
た
前
者
は
粥
の
一
種
で
あ
る
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
が
、
後
者
の
内
容
は
不
明
で
あ
る
。
そ
こ
で
本
節

で
は
、
以
下
に
中
国
に
お
け
る
五
味
粥
、
そ
し
て
紅
糟
の
順
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
内
容
と
性
質
に
つ
い
て
分
析
を
進
め
る
。
こ
れ
は
序
で
述

べ
た
長
井
氏
の
指
摘
の
詳
細
を
論
じ
る
こ
と
に
も
な
る
。

な
お
、
五
味
粥
と
紅
糟
以
外
に
も
二
種
類
の
粥
を
示
す
例
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、
元
代
の
析
津
（
現
、
北
京
市
一
帯
）
を
描
い
た
『
析せ

き

津し
ん

志し
し
ゅ
う
い
つ

輯
佚
』「
歳
紀
」
に
は
、
官
員
・
士
庶
の
「
朱
砂
〔
香
〕
粥
」
と
、
僧
尼
の
「
紅
糟
粥
」
が
見
え
（『
析
津
志
輯
佚
』
北
京
古
籍
出
版
社
、

一
九
八
三
年
、
二
一
二
頁
、
二
二
四
頁
）、
清
代
の
『
清せ

い

嘉か

録ろ
く

』
巻
一
二
「
十
二
月
・
臘
八
粥
」
に
は
、
居
民
の
「
臘
八
粥
」
と
僧
尼
の
「
仏
粥
」

が
あ
る
（
明
清
筆
記
叢
書
、
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
六
年
、
一
六
六
頁
）。
そ
れ
ぞ
れ
、
僧
俗
を
分
け
て
い
る
点
は
注
目
に
値
し
、
五
味
粥

と
紅
糟
の
別
称
で
あ
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
拙
論
で
は
立
ち
入
ら
な
い
。

二
―
一　

中
国
に
お
け
る
臘
八
の
五
味
粥

五
味
粥
と
は
、
五
種
類
程
度
の
任
意
の
食
材
を
混
ぜ
込
ん
だ
粥
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
中
国
に
お
け
る
臘
八
の
五
味
粥
に
つ
い
て
、
ま

ず
歳
時
記
や
地
方
誌
な
ど
の
一
般
文
献
に
見
え
る
記
述
を
確
認
し
た
後
、
禅
籍
に
お
け
る
そ
れ
を
見
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
一
般
文
献
で
は

臘
八
の
五
味
粥
に
、
臘
や
蜡
な
ど
複
数
の
要
素
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
見
え
、
禅
籍
で
は
そ
れ
が
、
臘
八
と
結
び
つ
い
て
い
な
か
っ
た

こ
と
を
指
摘
す
る
。
な
お
こ
の
点
に
つ
い
て
、
す
で
に
李
・
孔
・
潘
氏
や
長
井
氏
が
、
一
部
そ
の
可
能
性
を
指
摘
す
る
も
の
の
、
詳
細
は

論
じ
て
い
な
い
（
注
１
・
２
も
参
照
）。

一
般
文
献
で
は
す
で
に
見
た
と
お
り
、
北
宋
期
か
ら
寺
院
や
各
家
庭
で
臘
八
に
五
味
粥
を
作
り
、
贈
答
し
合
う
こ
と
が
見
え
た
。
す
な

わ
ち
『
東
京
夢
華
録
』『
夢
梁
録
』
は
、
そ
れ
を
寺
院
が
供
応
す
る
こ
と
を
記
し
、
前
者
に
は
各
家
庭
で
も
作
る
こ
と
が
見
え
た
。
ま
た

北
宋
の
荘そ

う

綽し
ゃ
く（

一
〇
七
八
―
？
）
の
『
鶏け

い

肋ろ
く

編へ
ん

』（
一
一
三
三
年
序
）
巻
上
は
、
寧
州
（
現
、
甘
粛
省
慶
陽
市
一
帯
）
で
は
、
白
粥
を
柿
や
栗
で

（7） 
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飾
り
、
贈
り
合
う
こ
と
を
記
す
（
唐
宋
史
料
筆
記
叢
刊
、
中
華
書
局
、
一
九
八
三
年
、
二
〇
頁
）。
他
に
も
、
南
宋
の
臨
安
の
習
俗
を
描
い
た

『
武ぶ

り
ん
き
ゅ
う
じ

林
旧
事
』（
一
二
九
〇
年
以
前
の
成
立
）
は
、
粥
の
材
料
と
し
て
「
胡く

る
み桃

・
松
子
（
松
の
実
）・
乳ち

ち

蕈た
け

・
柿
・
栗
の
類
」
を
挙
げ
る
の
で
あ

る
（
巻
三
「
歳
晩
節
物
」
Ｄ
三
八
四
）。

そ
し
て
こ
れ
は
、
清
代
に
は
国
家
が
主
導
し
て
盛
ん
に
行
わ
れ
（
長
井
［
二
〇
一
四
］）、
現
代
へ
と
継
承
さ
れ
る
。
拙
論
で
は
、
こ
の
歴

史
的
展
開
に
つ
い
て
は
扱
わ
な
い
。

さ
て
、
こ
の
臘
八
の
五
味
粥
の
由
来
と
し
て
、
臘
八
仏
成
道
が
し
ば
し
ば
挙
げ
ら
れ
る
。
確
か
に
、
各
種
仏
教
典
籍
は
臘
八
粥
を
想
起

さ
せ
る
、「
仏
成
道
前
の
牧
牛
女
の
乳
糜
（
乳
粥
）
供
養
」
の
故
事
を
記
し
、
ま
た
五
味
粥
が
寺
院
で
振
る
舞
わ
れ
た
様
子
が
見
え
た
。
そ

し
て
前
述
の
元
代
の
『
析
津
志
輯
佚
』
は
、
仏
成
道
の
日
に
臘
八
粥
を
煮
る
こ
と
を
記
す
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
れ
を
唯
一
の
由
来
と
す
る
こ
と
は
適
当
で
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
宋
代
の
歳
時
記
類
は
、
寺
院
で
そ
れ
が
供
応
さ
れ
る
こ

と
を
記
す
一
方
で
、
仏
成
道
を
目
的
と
し
て
記
す
も
の
は
確
認
で
き
ず
、
宋
・
元
代
の
地
方
誌
に
臘
八
粥
を
記
す
も
の
は
管
見
の
限
り
見

え
な
い
の
で
あ
る
。
そ
し
て
時
代
が
下
り
明
・
清
代
の
地
方
誌
や
、
そ
れ
を
集
約
し
た
『
古こ

こ
ん
と
し
ょ
し
ゅ
う
せ
い

今
図
書
集
成
』
に
は
、
仏
成
道
以
外
の
複
数

の
臘
八
粥
の
由
来
や
目
的
が
見
え
、
そ
の
中
に
は
、「
臘
祭
の
遺
風
に
よ
る
（
循
臘
祭
遺
風
）」
と
述
べ
る
も
の
も
あ
る
。

そ
こ
で
以
下
に
、
臘
八
粥
が
臘
（
辟
邪
・
祀
竃
）
や
蜡
の
要
素
を
含
む
こ
と
を
、
前
節
の
分
析
と
地
方
誌
類
の
記
述
を
照
合
す
る
こ
と

で
確
認
す
る
。
た
だ
し
、
以
下
に
見
る
資
料
で
は
、
複
数
の
由
来
を
併
記
す
る
も
の
も
あ
る
。

ま
ず
臘
祭
の
辟
邪
が
、
臘
八
粥
に
反
映
さ
れ
る
こ
と
は
、
明
代
以
降
の
資
料
に
見
え
る
よ
う
に
な
る
。
し
か
し
そ
れ
を
想
起
さ
せ
る
記

述
は
、
そ
れ
以
前
の
資
料
に
も
見
え
る
。
た
と
え
ば
、
南
宋
の
祝

し
ゅ
く

穆ぼ
く

（
生
没
年
未
詳
）
の
『
古こ

こ
ん
じ
ぶ
ん
る
い
じ
ゅ
う

今
事
文
類
聚
』
は
、
臘
八
粥
の
項
目
内
に
、

臘
の
前
日
に
辟
邪
儀
礼
を
行
う
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
そ
し
て
臘
八
に
限
ら
な
け
れ
ば
、
そ
れ
を
目
的
と
し
た
粥
は
歳
末
に
古
く
か
ら
口

に
さ
れ
た
。
た
と
え
ば
六
世
紀
の
『
荊
楚
歳
時
記
』
で
は
冬
至
に
（『
宝
顔
堂
秘
笈
』
収
録
本
、
守
屋
［
一
九
六
三
、三
六
四
］）、
宋
代
の
資
料

で
は
十
二
月
二
十
五
日
に
「
口
数
粥
（
犬
猫
に
至
る
ま
で
一
家
全
員
で
粥
を
口
に
す
る
習
俗
）」
と
呼
び
、
そ
れ
ぞ
れ
辟
邪
を
目
的
と
し
て

（10） 
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赤あ
ず
き豆

粥
を
口
に
す
る
こ
と
が
見
え
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
宋
代
以
降
、
口
数
粥
は
ほ
と
ん
ど
見
え
な
く
な
り
、
そ
の
性
質
と
材
料
で
あ
る

赤
豆
は
臘
八
粥
に
継
承
さ
れ
た
こ
と
が
窺
え
る
。
す
な
わ
ち
、
時
間
が
経
過
す
る
と
臘
八
粥
に
歳
末
の
辟
邪
の
性
質
が
見
え
る
の
は
確
か

で
あ
り
、
そ
の
性
質
を
当
初
か
ら
帯
び
て
い
た
可
能
性
も
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
な
お
、
そ
も
そ
も
仏
教
の
律
に
は
、
粥
の

効
能
と
し
て
辟
邪
に
通
じ
る
「
除
風
（
風
邪
と
そ
れ
に
伴
う
病
を
除
く
）」
が
見
え
る
（『
四
分
律
』
巻
五
九
／
Ｔ
二
二
・
一
〇
〇
五
下
）。

次
に
臘
八
粥
は
、
臘
祭
の
祀
竃
と
の
接
点
を
持
つ
よ
う
に
も
な
る
。
た
と
え
ば
明
代
の
劉り

ゅ
う
じ
ゃ
く
ぐ

若
愚
（
一
五
八
四
―
？
）
は
、
臘
八
粥
を

「
戸こ

牖ゆ
う

・
園
樹
・
井
竃
」
に
撒
き
、
清
代
の
『
帝て

い

京け
い

歳さ
い

時じ

紀き

勝し
ょ
う』（

十
八
世
紀
）
は
、
そ
れ
を
「
家
堂
の
門
・
竃
・
隴ろ

う

畝ほ

（
う
ね
・
あ
ぜ
）」
に

供
え
る
こ
と
を
記
す
。
こ
れ
ら
は
、前
述
の
臘
の
祀
竃
や
酔
司
命
の
性
質
が
臘
八
粥
に
託
さ
れ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
な
お
両
例
は
、粥

を
一
家
全
員
で
口
に
す
る
こ
と
も
記
し
て
お
り
、
先
の
口
数
粥
の
性
質
も
含
ん
で
い
る
と
い
え
る
。

こ
れ
以
外
に
も
臘
八
粥
に
は
、
時
間
が
経
過
す
る
と
臘
や
蜡
な
ど
の
複
数
の
要
素
が
強
調
さ
れ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
た
と
え
ば
、

臘
八
粥
の
目
的
に
臘
の
先
祖
祭
祀
と
、
蜡
の
農
業
神
祭
祀
が
記
さ
れ
（「
直
隷
志
書
・
吳
橋
県
」
Ｇ
三
・
二
六
五
三
中
）、
仏
教
と
は
そ
ぐ
わ
な

い
肉
粥
（
肉
糜
）
も
見
え
る
よ
う
に
な
る
。
他
に
も
増
福
の
た
め
や
、王
侯
臘
に
よ
り
粥
を
作
る
と
い
う
記
述
も
散
見
さ
れ
る
よ
う
に
な
る

の
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
、
臘
八
粥
の
本
来
的
な
目
的
が
、
仏
成
道
を
記
念
す
る
も
の
で
あ
っ
た
可
能
性
は
あ
る
。
そ
れ
は
十
世
紀
の
『
清せ

い

異い

録ろ
く

』
に

粥
と
は
異
な
る
も
の
の
、そ
れ
を
記
念
す
る
と
思
し
い「
法
王
料
斗
」と
い
う
名
の
食
品
が
見
え
る
こ
と
か
ら
も
い
え
る
。
し
か
し
一
方
で
、

文
献
に
臘
八
粥
が
現
れ
始
め
た
当
初
か
ら
、
そ
れ
が
習
俗
と
し
て
受
容
さ
れ
て
お
り
、
仏
教
と
の
接
点
を
さ
ほ
ど
意
識
し
て
い
な
か
っ
た

こ
と
も
窺
え
る
。
た
と
え
ば
、
北
宋
末
の
王お

う

洋よ
う

（
一
〇
八
七
―
一
一
五
四
）
撰
の
『
東と

う

牟ぼ
う

集し
ゅ
う』

に
は
、
梁
宋
（
河
南
省
商
丘
市
一
帯
）
の
臘
八

粥
（
僧
粥
）
に
つ
い
て
、「
食
い
し
ん
坊
（
饕
饞
）
が
仏
成
道
に
そ
れ
を
か
こ
つ
け
て
い
る
（
託
言
）」
と
見
え
る
。
ま
た
『
東
京
夢
華
録
』
は
、

習
俗
と
仏
教
が
融
合
す
る
状
況
を
記
し
て
お
り
、
臘
八
粥
を
記
し
た
後
段
に
、「
二
十
四
日
の
交
年
に
当
た
り
、
神
を
送
る
た
め
、
僧
侶

や
道
士
に
看
経
を
請
う
」
と
あ
る
（
Ｄ
六
一
）。
こ
れ
ら
か
ら
、
臘
八
粥
は
当
初
か
ら
仏
成
道
以
外
の
複
数
の
要
素
も
含
み
成
立
し
て
い
た
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可
能
性
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
れ
は
、
次
の
禅
籍
に
お
け
る
五
味
粥
に
つ
い
て
の
分
析
か
ら
も
い
え
よ
う
。

禅
籍
に
お
い
て
、
五
味
粥
の
名
は
宋
代
か
ら
見
え
る
も
の
の
、
臘
八
仏
成
道
と
は
無
関
係
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
南
宋
の
慈じ

受じ
ゅ

懐か
い

深し
ん

（
一
〇
七
七
―
一
一
三
二
）
の
上
堂
語
に
は
、
春
の
旦
日
の
五
味
粥
が
見
え
（「
旦
日
上
堂
云
、
春
睡
不
知
暁
…
…
五
味
粥
先
香
」
／
『
慈
受
懐
深
禅

師
広
録
』「
慈
受
深
和
尚
慧
林
語
録
」
Ｚ
一
二
六
・
五
五
七
下
）、
ま
た
大だ

い

慧え

宗そ
う

杲こ
う

（
一
〇
八
九
―
一
一
六
三
）
の
『
大だ

い
え
し
ゅ
う
も
ん

慧
宗
門
武ぶ

庫こ

』
は
、
臘
八
と

は
無
関
係
に
、
北
宋
の
葉よ

う

県け
ん

帰き

省せ
い

（
生
没
年
未
詳
）
の
留
守
中
に
浮ふ

山さ
ん

法ほ
う

遠お
ん

（
九
九
一
―
一
〇
六
七
）
が
、
そ
れ
を
作
る
話
を
収
録
す
る
の

で
あ
る
（
Ｔ
四
七
・
九
四
四
上
）。

そ
し
て
明
末
に
な
る
と
、
臘
八
の
七
宝
五
味
粥
（
七
宝
粥
）
や
臘
八
粥
が
記
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
も
の
の
、
主
体
的
に
僧
が
口
に
す
る

表
現
は
見
え
ず
、
明
末
の
無む

み
ょ
う
え
き
ょ
う

明
慧
経
（
一
五
四
八
―
一
六
一
八
）
は
、
臘
八
の
粥
は
世
俗
へ
の
迎
合
だ
と
次
の
よ
う
に
断
ず
る
の
で
あ
る
。

臘
八
逢
辰
、
叢
林
設
粥
。
所
為
何
縁
、
無
非
順
俗
。
衲
僧
門
庭
、
不
必
如
斯
。

（『
無
明
慧
経
禅
師
語
録
』
巻
一
「
師
初
住
峩
峰
語
録
・
臘
八
上
堂
」
Ｚ
一
二
五
・
九
上
）

臘
八
、
辰
に
逢
い
、
叢
林
、
粥
を
設
く
。
為
す
所
何
に
縁よ

る
、
順
俗
に
非
ら
ざ
る
無
し
。
衲
僧
門
庭
、
必
ず
し
も
斯
く
の
如
く
な
ら

ず
。

臘
八
上
堂
―
―
時
、
臘
八
に
至
り
、
叢
林
で
は
粥
を
手
配
す
る
。
こ
れ
は
ど
う
し
て
か
、
在
俗
に
従
っ
て
の
こ
と
だ
。
ワ
シ
の
と
こ
ろ
で

は
、
必
ず
し
も
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
し
な
い
。

こ
れ
が
当
時
の
仏
教
界
の
共
通
認
識
で
あ
っ
た
の
か
不
明
な
が
ら
、
少
な
く
と
も
禅
籍
に
お
い
て
五
味
粥
と
臘
八
仏
成
道
は
積
極
的
に

結
び
つ
い
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

以
上
、
中
国
に
お
い
て
五
味
粥
は
、
北
宋
代
か
ら
臘
八
の
食
品
と
し
て
一
般
に
受
容
さ
れ
て
い
た
も
の
の
、
当
初
か
ら
仏
成
道
と
の
つ

（26） 

（27） 

（28） 

（29） 

181　『禪學研究』第100號，2022年3月



な
が
り
が
強
調
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
す
な
わ
ち
歳
時
記
類
が
、
仏
寺
に
お
け
る
臘
八
の
五
味
粥
の
供
応
を
記
す
一
方
で
、
目
的

を
明
記
せ
ず
、
断
片
資
料
か
ら
は
そ
れ
を
意
識
し
て
い
な
い
様
子
も
窺
え
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
時
間
が
経
過
す
る
に
つ
れ
て
、
臘
や
蜡

の
遺
風
が
表
面
化
す
る
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
禅
籍
で
は
、
五
味
粥
と
仏
成
道
の
結
び
つ
き
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
一
方
、

次
項
で
分
析
す
る
紅
糟
は
こ
れ
と
は
異
な
る
。

二
―
二 

中
国
に
お
け
る
紅
糟

紅
糟
は
、
臘
八
仏
成
道
に
ち
な
む
食
品
と
し
て
禅
宗
の
清し

ん

規ぎ

（
生
活
の
規
範
書
）
に
規
程
さ
れ
て
い
る
。

前
述
の
と
お
り
、
臘
八
の
紅
糟
は
南
宋
代
か
ら
見
え
、
そ
の
後
、
元
代
の
『
勅ち

ょ
く

修し
ゅ
う

百ひ
ゃ
く

丈じ
ょ
う

清し
ん

規ぎ

』（
十
四
世
紀
）
が
、
臘
八
仏
成
道
の
日
の

も
の
と
し
て
記
す
の
で
あ
る
（「
十
二
月
初
八
日
、
仏
成
道
。
庫
司
預

あ
ら
か
じめ

紅
糟
を
造
る
（
十
二
月
初
八
日
、
仏
成
道
。
庫
司
預
造
紅
糟
）」
／
巻
七
「
節

臘
章
・
月
分
須
知
」
Ｔ
四
八
・
一
一
五
五
上
）。
ま
た
前
述
の
『
析
津
志
輯
佚
』
は
、
僧
尼
の
も
の
と
し
て
紅
糟
粥
を
記
し
、
一
般
と
区
別
し

て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
清
規
に
見
え
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
こ
れ
ま
で
拙
論
［
二
〇
一
九
］
が
指
摘
す
る
ま
で
、
分
析
さ
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。

そ
こ
で
以
下
で
は
、
拙
論
［
二
〇
一
九
］
と
重
な
る
点
も
あ
る
が
行
論
の
都
合
上
、
ま
ず
紅
糟
そ
の
も
の
に
つ
い
て
一
般
の
文
献
を
通
し

て
検
討
し
た
後
、
禅
籍
に
お
け
る
紅
糟
を
見
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
れ
が
甘
酒
に
類
す
る
も
の
で
あ
っ
た
可
能
性
を
指
摘
す
る
。

さ
て
、
中
国
に
お
い
て
紅
糟
と
は
通
常
、
米
を
紅
麹
で
発
酵
さ
せ
た
、
い
わ
ゆ
る
醪も

ろ
み（

米
な
ど
を
麹
発
酵
さ
せ
た
後
、
絞
ら
な
い
も
の
）
を

指
し
（
伊
藤
［
一
九
九
四
、九
五
二
］）、
そ
の
製
造
法
は
、
少
な
く
と
も
明
代
か
ら
ほ
ぼ
変
わ
っ
て
い
な
い
。
そ
し
て
、
そ
の
用
途
は
、
古
く

か
ら
紅
色
の
調
味
料
と
し
て
記
録
さ
れ
、
現
在
で
も
福
州
地
方
を
中
心
に
利
用
さ
れ
て
い
る
（
蕭
［
二
〇
二
〇
］）。
ま
た
皴あ

か
ぎ
れ裂

の
薬
の
原
料

と
し
て
も
そ
の
名
前
が
見
え
る
。
な
お
、
紅
麹
を
用
い
て
作
ら
れ
た
酒
の
絞
り
糟
（
酒
糟
）
を
い
う
場
合
も
あ
る
よ
う
で
あ
る
。

し
か
し
南
宋
、
朱し

ゅ

熹き

（
一
一
三
〇
―
一
二
〇
〇
）
の
『
朱し

ゅ

子し

語ご

類る
い

』（
一
二
七
〇
年
成
立
）
は
、
以
下
の
よ
う
に
福
州
の
紅
糟
と
は
甘
酒
だ

（30） 
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と
言
う
。

今
、
福
州
紅
糟
即
古
之
所
謂
醴
酒
也
。
用
匙
挑
吃
。

（
巻
一
三
八
「
雑
類
」
／
中
華
書
局
本
『
朱
子
語
類
』
第
八
冊
、
一
九
八
六
年
、
三
二
九
四
頁
）

今い

ま
、
福
州
（
現
、
福
建
省
福
州
市
一
帯
）
の
紅
糟
は
即
ち
古

い
に
し
えの

所い
わ

謂ゆ
る

、
醴れ

い

酒し
ゅ

（
甘
酒
）
な
り
。
匙
を
用
い
挑か

か

げ
（
か
き
混
ぜ
）
吃
す
。

こ
れ
が
紅
麹
を
用
い
た
紅
糟
と
同
一
で
あ
る
の
か
は
不
明
だ
が
、確
か
に
前
述
の
製
造
法
は
、甘
酒
の
そ
れ
と
通
じ
る（
中
野［
一
九
六
七
、	

七
八
］）。
す
な
わ
ち
臘
八
の
紅
糟
は
、
製
造
法
か
ら
勘
案
し
て
も
甘
酒
の
一
種
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
ま
た
詳
細
は
不
明
だ
が
、
南

宋
の
陸り

く

游ゆ
う

（
一
一
二
五
―
一
二
一
〇
）
は
、
詩
の
一
節
に
好
物
と
し
て
紅
糟
を
挙
げ
、
缹
粥
な
る
精
進
の
粥
と
並
べ
る
。

そ
し
て
禅
籍
に
も
、臘
八
の
紅
糟
が
甘
酒
で
あ
っ
た
可
能
性
を
示
唆
す
る
記
述
が
見
え
る
。
以
下
の
元
末
明
初
の
傑け

つ

峰ほ
う

世せ

愚ぐ

（
一
三
〇
一

―
一
三
七
〇
）
の
臘
八
上
堂
の
語
に
そ
れ
が
窺
え
る
。

臘
八
喫
紅
糟
、
叢
林
意
気
豪
。
酣
酣
沉
酔
倒
、
更
不
惹
風
騒
。

（『
五
灯
厳
統
』
巻
二
二
「
衢
州
烏
石
山
傑
峰
世
愚
禅
師
章
」
Ｚ
一
三
九
・
九
八
一
下
）

臘
八
に
紅
糟
を
喫
し
、
叢
林
の
意
気
豪
た
り
。
酣
酣
、
沉
酔
し
倒
れ
、
更
に
風
騒
を
惹
か
ず
。

上
堂
―
―
臘
八
に
紅
糟
を
口
に
し
、
叢
林
の
意
気
は
盛
ん
で
あ
る
。
酔
い
潰
れ
倒
れ
込
み
、
偈
を
作
る
ど
こ
ろ
で
は
な
い
。

紅
糟
に
よ
り
快
活
に
な
り
酩
酊
す
る
と
い
う
表
現
は
、
そ
れ
が
甘
酒
の
類
で
あ
れ
ば
こ
そ
意
味
が
通
じ
る
。
ま
た
、
酔
う
と
い
う
表
現

が
理
念
的
な
も
の
で
あ
り
、
悟
入
せ
ず
迷
い
に
あ
る
こ
と
を
指
す
と
も
読
め
る
が
、
そ
れ
で
も
紅
糟
が
甘
酒
の
類
で
あ
る
こ
と
を
前
提
と

（37） 
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し
た
表
現
と
取
れ
よ
う
。

こ
の
臘
八
の
紅
糟
は
、
少
な
い
な
が
ら
引
用
も
含
め
清
代
の
禅
籍
に
も
見
え
る
た
め
、
継
承
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、

こ
れ
の
別
称
と
思
し
い
「
香
糜
（
麋
）」
も
明
末
清
初
の
禅
僧
の
語
録
に
見
え
る
。

こ
の
よ
う
に
、
五
味
粥
に
遅
れ
南
宋
以
降
に
見
え
る
臘
八
の
紅
糟
は
、
元
代
に
は
臘
八
仏
成
道
と
縁
の
深
い
も
の
と
し
て
禅
林
で
認
識

さ
れ
、
甘
酒
の
類
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
―
―
こ
れ
は
次
節
の
分
析
で
一
層
の
確
証
が
得
ら
れ
る
―
―
。
そ
し
て
、
管
見
の
限
り
十
七

世
紀
の
禅
籍
に
も
そ
れ
が
確
認
で
き
る
も
の
の
、
僧
尼
を
対
象
と
し
た
も
の
だ
っ
た
か
ら
か
、
一
般
文
献
に
は
ほ
と
ん
ど
記
さ
れ
ず
、
そ

の
記
述
は
見
え
な
く
な
る
の
で
あ
る
。

以
上
、
中
国
で
は
臘
八
の
食
品
と
し
て
五
味
粥
が
北
宋
か
ら
、
紅
糟
が
南
宋
か
ら
見
え
た
。
そ
し
て
五
味
粥
に
は
、
臘
や
蜡
な
ど
の
複

数
の
要
素
が
含
ま
れ
て
お
り
、
だ
か
ら
こ
そ
臘
八
粥
と
い
う
習
俗
と
し
て
定
着
し
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
た
。
一
方
の
紅
糟
は
、
臘
八
仏
成

道
を
記
念
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
窺
え
る
も
の
の
、
時
間
の
経
過
に
と
も
な
い
そ
の
存
在
は
薄
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

三
、
日
本
に
お
け
る
紅
糟
と
五
味
粥
の
展
開

前
節
で
分
析
し
た
と
お
り
、
中
国
で
は
臘
八
の
食
品
と
し
て
僧
尼
は
紅
糟
、
在
俗
は
五
味
粥
と
い
う
あ
る
程
度
の
区
別
が
あ
っ
た
と
考

え
ら
れ
た
。
一
方
、
日
本
で
は
当
初
、
紅
糟
が
僧
俗
の
別
な
く
、
臘
八
の
食
品
と
し
て
受
容
さ
れ
、
江
戸
期
に
入
り
五
味
粥
が
そ
れ
に
代

わ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
序
で
述
べ
た
と
お
り
、
尾
﨑
氏
が
こ
れ
に
つ
い
て
一
部
指
摘
す
る
も
の
の
、
詳
細
は
論
じ
て
い
な
い
。

以
下
で
は
、
行
論
の
都
合
上
、
前
節
と
は
逆
に
紅
糟
、
五
味
粥
の
順
で
、
日
本
に
お
け
る
両
食
品
の
受
容
と
展
開
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

（39） 
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三
―
一 

日
本
に
お
け
る
紅
糟

日
本
で
は
、
紅
糟
を
「
温
糟
」「
温
臓
」
と
表
記
す
る
こ
と
も
あ
り
、
そ
の
場
合
は
「
う
ん
ぞ
う
」
と
も
読
ん
だ
。
こ
れ
に
つ
い
て
無

著
は
、
次
の
よ
う
に
指
摘
す
る
。

忠
曰
、「
按
紅
唐
音
俱ク

牟ン

、
而
和
字
俱ク

似
宇ウ

。
故
錯
為
宇ウ

牟ン

。
仍
作
温
糟
。
温
糟
訛
音
而
訛
字
者
。」

（『
禅
林
象
器
箋
』
巻
一
六
「
飲
啖
類
上
・
紅
糟
」
／
柳
田
［
一
九
七
九
、六
六
三
上
］、『
勅
修
百
丈
清
規
左
觿
』
巻
一
九
「
節
臘
章
・
紅
糟
」
／
同

［
一
九
七
七
、九
七
〇
上
］）

忠
曰
わ
く
、「
按
ず
る
に
紅
の
唐
音
は
俱ク

牟ン

に
し
て
、
和
字
の
俱ク

、
宇ウ

に
似
た
り
。
故
に
錯
っ
て
宇ウ

牟ン

と
為
す
。
仍
ち
温
糟
に
作
る
。

温
糟
は
音
を
訛あ

や
まり

て
字
を
訛あ

や
まる

者
な
り
」
と
。

無
著
は
見
解
を
述
べ
る
―
―
紅
の
中
国
語
音
は
「
ク
ン
」
で
あ
り
カ
ナ
（
和
字
）
の
「
ク
」
は
「
ウ
」
に
似
て
い
る
。
だ
か
ら
誤
っ
て
、「
ウ

ン
」
と
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
「
温
糟
」
と
書
い
た
の
だ
。
つ
ま
り
温
糟
と
は
、
発
音
を
誤
っ
た
う
え
に
文
字
も
誤
っ
た
も
の
な
の

だ
。無

著
の
言
う
経
緯
に
よ
り
温
糟
・
温
臓
と
い
う
表
記
が
生
ま
れ
た
の
か
は
不
明
だ
が
、
以
下
に
紅
糟
を
分
析
す
る
に
あ
た
り
、
温
糟
・

温
臓
も
基
本
的
に
は
同
意
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
引
用
を
除
き
紅
糟
に
統
一
す
る
。

さ
て
紅
糟
は
、
中
国
で
は
調
味
料
や
薬
に
も
用
い
ら
れ
た
よ
う
だ
が
、
日
本
で
は
仏
成
道
を
記
念
す
る
臘
八
の
食
品
、
も
し
く
は
点
心

（
軽
食
・
間
食
）
と
し
て
受
容
さ
れ
た
こ
と
が
各
資
料
に
共
通
す
る
。
以
下
で
は
、
ま
ず
禅
籍
に
見
え
る
紅
糟
を
見
た
後
、
一
般
の
文
献
に

見
え
る
そ
れ
を
確
認
す
る
。

禅
籍
に
紅
糟
が
見
え
る
の
は
、
十
四
世
紀
以
降
に
な
る
。
そ
し
て
当
初
か
ら
紅
糟
は
臘
八
仏
成
道
と
結
び
付
き
（
尾
﨑
［
二
〇
〇
五
、
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一
七
九
］）、
禅
僧
の
偈
頌
や
日
記
の
他
、
大
徳
寺
の
購
入
記
録
に
見
え
る
。
そ
の
中
で
義ぎ

堂ど
う

周し
ゅ
う

信し
ん

（
一
三
二
五
―
一
三
八
八
）
は
、
紅
糟
と
は

仏
成
道
に
お
い
て
牧
牛
女
が
献
じ
た
乳
糜
を
意
味
す
る
と
述
べ
て
い
る
（『
空
華
日
用
工
夫
略
集
』
巻
一
「
応
安
三
（
一
三
七
〇
）
年
十
二
月
八
日
」

／
辻
［
一
九
三
九
、四
七
―
四
八
］）。

そ
し
て
紅
糟
が
甘
酒
、
も
し
く
は
酒
糟
を
利
用
し
た
食
品
で
あ
る
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
資
料
が
二
点
あ
る
。

ま
ず
紅
糟
が
甘
酒
で
あ
る
こ
と
が
窺
え
る
資
料
に
、
以
下
の
『
蔭い

ん

凉り
ょ
う

軒け
ん

日に
ち

録ろ
く

』（
一
四
三
五
年
か
ら
一
四
九
三
年
ま
で
の
相
国
寺
鹿
苑
院
内

の
蔭
凉
軒
の
公
用
日
記
）
の
「
長
享
元
（
一
四
八
七
）
年
十
一
月
九
日
」
条
の
記
述
が
あ
る
。

数
日
先
貞
友
竹
造
紅
糟
以
勧
余
。
々
乃
招
彦
龍
与
之
聯
句
。
余
破
題
曰
、「

□
成
道
暁
、
先
臈
造
紅
糟
。」
彦
龍
続
之
曰
、「
翠
竹

提
綱
寺
、
回
春
詠
濁
醪
。」

（
竹
内
［
一
九
七
八
、三
―
二
五
上
］）

数
日
先
に
貞
友
竹
、
紅
糟
を
造
り
以
て
余
に
勧
む
。

よ々

乃
ち
彦
龍
を
招
き
之
と
聯
句
す
。
余
破
題
し
て
曰
わ
く
、「

□
成
道
の
暁
、

臈
に
先
ん
じ
紅
糟
を
造
る
」
と
。
彦
龍
、
之
に
続
け
て
曰
わ
く
、「
翠
竹
、
提
綱
す
る
の
寺
、
春
に
回
り
て
濁
醪
を
詠
う
」
と
。

十
一
月
九
日
の
記
録
―
―
数
日
前
に
友ゆ

う

竹ち
く

妙み
ょ
う

貞て
い

（
生
没
年
未
詳
）
が
紅
糟
を
作
り
、
私
（
亀き

泉せ
ん

集し
ゅ
う

証し
ょ
う・

一
四
二
四
―
一
四
九
三
）
に
勧
め
た
。

そ
こ
で
私
は
、
彦げ

ん

龍り
ゅ
う

周し
ゅ
う

興こ
う

（
一
四
五
八
―
一
四
九
一
）
を
招
き
彼
と
連
歌
を
行
っ
た
。
私
が
ま
ず
、「

□
成
道
の
夜
明
け
、
臘
八
に
先
ん

じ
て
紅
糟
を
作
る
」
と
詠
む
と
、
彦
龍
が
、「
青友

竹竹
が
説
法
す
る
寺
、
春
に
な
り
お
粗
末
な
濁ど

ぶ

醪ろ
く

を
う
た
う
」
と
続
け
た
。

こ
こ
に
は
二
つ
の
注
目
す
べ
き
点
が
あ
る
。
一
つ
は
、
紅
糟
が
後
述
す
る
よ
う
に
臘
八
以
外
も
口
に
し
た
点
心
と
し
て
の
性
質
が
あ
る

こ
と
。
も
う
一
つ
は
、「
濁
醪
」
を
紅
糟
と
対
に
用
い
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
に
見
え
る
濁
醪
は
、
米
と
麹
を
発
酵
さ
せ
糟
を
取
り
除

か
な
い
酒
で
あ
る
「
ど
ぶ
ろ
く
」
で
あ
り
（
渡
辺
［
一
九
九
八
、一
五
］）、そ
れ
は
甘
酒
と
そ
の
工
程
を
ほ
ぼ
同
じ
く
す
る
。
つ
ま
り
彦
龍
は
、
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友
竹
が
作
っ
た
紅
糟
を
揶
揄
し
、
発
酵
し
過
ぎ
て
濁ど

ぶ

醪ろ
く

に
な
っ
た
と
詠
う
の
で
あ
る
。

次
に
、
紅
糟
が
酒
糟
、
も
し
く
は
そ
れ
を
用
い
た
食
品
だ
と
述
べ
る
資
料
と
し
て
、
以
下
の
『
勅
修
百
丈
清
規
』
の
注
釈
書
で
あ
る

『
勅

ち
ょ
く

規き

桃と
う

源げ
ん

鈔し
ょ
う』（

一
五
二
一
年
成
立
）
が
あ
る
。

紅ウ
ン

糟
ハ
温
糟
ト
モ
カ
ク
ソ
。
此
ハ
仏
ノ
雪
山
ヲ
出
テ
、
牧
牛
女
ニ
牛
乳
ヲ
乞
テ
御
マ
イ
リ
ア
ツ
タ
ソ
。
其
ニ
似
セ
タ
モ
ノ
ソ
。
別
ナ

紅
ナ
モ
ノ
ヲ
入
ル
ト
ハ
三（
見
）ヘ
ヌ
、カ
ケ
ハ
紅
ニ
ナ
ル
欤
ソ
。
紅
糟
ヲ
酢
テ
煉
テ
食
タ
モ
ノ
カ
ア
ル
ソ
。
仏
ノ
酒
糟
ヲ
マ
イ
リ
タ
、

マ
子
ヲ
シ
テ
、
食
ニ
酢
テ
煉
テ
食
テ
、
釈
迦
仏
ヨ
リ
、
タ
ウ
ト
ウ
、
ナ
リ
テ
。
何
ニ
セ
、
ウ
ソ
ト
大
酒
ノ
ミ
カ
云
タ
、
此
ハ
ケ
ニ
モ

チ
ヤ
ソ
。
酢
テ
煉
テ
、
食
ワ
ウ
ヨ
リ
、
粥
ヲ
煮
テ
食
ヘ
カ
シ
ト
云
ヘ
ハ
、
只
粥
ヲ
食
テ
ハ
、
人
カ
殊
勝
ナ
ト
云
マ
イ
ソ
。

（
巻
四
「
十
二
月
初
八
日
」
／
『
続
抄
物
資
料
集
成
』
八
、
清
文
堂
出
版
、
一
九
七
九
年
、
六
〇
四
頁
。
注
記
、
句
読
点
筆
者
）

紅
糟
は
温
糟
と
も
書
く
―
―
こ
れ
は
仏
が
雪
山
を
下
っ
た
時
、
牧
牛
女
に
牛
乳
を
乞
う
て
召
し
上
が
っ
た
も
の
に
似
せ
た
も
の
で
あ
る
。

別
に
紅あ

か

い
も
の
を
入
れ
な
い
が
、
書
く
と
「
紅
」
と
な
る
の
だ
。
紅
糟
を
酢
で
煉
っ
て
食
べ
る
者
が
あ
っ
た
。
仏
が
酒
糟
を
召
し
上
が
っ

た
の
を
ま
ね
て
、
酢
で
煉
っ
て
食
べ
、
釈
尊
の
時
か
ら
こ
う
だ
と
。
ま
あ
こ
れ
は
、
嘘
つ
き
と
大
酒
呑
み
が
言
っ
た
こ
と
で
あ
り
、
毛
ほ

ど
も
実
の
な
い
全
く
の
間
違
い
だ
。
酢
で
煉
っ
て
食
べ
る
の
で
は
な
く
、
酒
糟
を
粥
で
煮
て
食
べ
よ
。
と
言
え
ば
ま
だ
し
も
。
た
だ
粥
を

食
べ
る
だ
け
で
は
、
人
は
良
い
心
が
け
だ
と
は
言
わ
な
い
だ
ろ
う
。

酒
糟
を
酢
で
練
る
こ
と
は
他
に
例
を
見
ず
不
明
だ
が
、
少
な
く
と
も
紅
糟
は
赤
く
は
な
く
、
乳
粥
に
似
せ
た

0

0

0

も
の
だ
と
い
う
。

以
上
か
ら
禅
文
献
を
見
る
限
り
、
日
本
で
は
紅
糟
が
臘
八
の
食
品
と
し
て
受
容
さ
れ
、
そ
れ
は
甘
酒
や
酒
糟
を
用
い
た
食
品
で
あ
り
、

赤
く
な
か
っ
た
こ
と
も
推
定
で
き
る
。
し
か
し
、
十
七
世
紀
以
降
に
な
る
と
、
そ
れ
に
つ
い
て
記
す
禅
籍
は
例
外
を
除
き
見
ら
れ
な
く
な

る
の
で
あ
る
（
次
項
表
参
照
）。
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次
に
見
る
一
般
文
献
に
お
け
る
紅
糟
も
、
こ
れ
ま
で
の
分
析
に
通
じ
る
が
、
一
部
の
文
化
と
し
て
近
世
ま
で
残
っ
た
点
で
異
な
る
。

ま
ず
紅
糟
は
、
点
心
、
ま
た
は
羹

あ
つ
も
の（

温
か
い
汁
物
）
と
し
て
各
種
往
来
物
（
初
等
教
科
書
類
）
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。
な
お
『
遊ゆ

う

学が
く

往お
う

来ら
い

』

巻
上
で
は
、
冬
の
点
心
と
し
て
紅
糟
を
挙
げ
て
い
る
（
南
北
朝
期
／
『
続
群
書
類
従
』
第
一
三
輯
下
「
消
息
部
」
巻
三
六
二
、一
〇
五
〇
頁
）。

そ
し
て
こ
れ
が
臘
八
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
、
室
町
期
以
降
の
武
家
・
公
家
・
宮
中
の
記
録
、
ま
た
狂
言
に
も
見
え
、
天
皇
に
献
上
し
、

寺
院
か
ら
贈
ら
れ
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
そ
れ
ら
資
料
の
中
に
は
、
以
下
の
よ
う
に
、
甘
酒
や
酒
糟
を
利
用
し
た
「
温
糟
粥
」

の
製
法
を
記
す
も
の
が
あ
る
。

（
一
）『
禁き

ん

中ち
ゅ
う

女に
ょ
う

房ぼ
う

内な
い

々な
い

記き

』「
同
八
日
の
御
祝
」

う
ん
ざ
う
か
ゆ
（
温
糟
粥
）	
な
の
葉
を
入
れ
て
お出

ア
ケ
テ
の
成
も
の
、
か
ち
ん
（
餅
）
を
小
く
切
、
な
ま
く
り
（
生
栗
）
を
た
ん
さ
く

色
紙
に
切
て
（
短
冊
切
り
）
入
る
。
あ
ま
さ
け

0

0

0

0

（
甘
酒
）
を
な
か
へ
入
申
候
め
し
。

（
国
田
［
一
九
六
四
、三
三
五
］。
注
記
、
句
読
点
、
傍
点
筆
者
。
以
下
同
様
）

（
二
）『
禁き

ん

中ち
ゅ
う

恒こ
う

例れ
い

行ぎ
ょ
う

事じ

略り
ゃ
く

』「
十
二
月
、
八
日
」（
天
明
六
（
一
七
八
六
）
年
、
奥
書
）

「
温ウ

ン

臓ザ
ウ

粥カ
ユ

」
是
は
櫃ひ

つ

司つ
か
さ（

宮
中
の
主
食
調
理
担
当
部
署
）
よ
り
上
る
。
く
だ
物
、
青
物
品
々
を
あ
ま
酒

0

0

0

に
て
練
り
た
る
も
の
な
り
。

（
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
鵜
飼
文
庫
『
禁
中
恒
例
行
事
略
』
請
求
記
号
九
六
―
六
六
四
）

（
三
）『
貞て

い

丈じ
ょ
う

雑ざ
っ

記き

』「
飲
食
の
部
」（
伊
勢
貞
丈
・
一
七
一
八
―
一
七
八
四
）

温
糟
粥
の
事
、
櫃
司
よ
り
十
二
月
八
日
に
こ
れ
を
上

た
て
ま
つる

。
か
ゆ
に
味
噌
并
び
に
酒
の
か
す

0

0

0

0

を
少
し
四
角
に
き
ざ
み
て
入
れ
、
煮
る
な

り
。
右
公
家
の
説
な
り
。
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（
島
田
［
一
九
八
五
、一
二
三
］）

（
三
）
が
「
公
家
の
説
」
と
い
う
よ
う
に
、こ
れ
ら
の
調
理
法
が
寺
院
の
そ
れ
と
同
じ
で
あ
っ
た
か
は
不
明
で
あ
る
も
の
の
、（
一
）（
二
）

に
見
え
る
甘
酒
は
、
前
節
の
分
析
や
『
蔭
凉
軒
日
録
』
の
記
述
に
通
じ
、（
三
）
に
見
え
る
酒
糟
は
『
勅
規
桃
源
鈔
』
の
記
述
に
通
じ
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
甘
酒
の
類
い
が
関
係
す
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
な
お
（
一
）
は
、
一
四
七
七
年
か
ら
書
き
継
が
れ
た
『
お
ゆ
ど
の
ゝ

う
え
の
日
記
』（
注
51
参
照
）
の
初
期
時
代
と
重
な
る
と
さ
れ
る
た
め
（
国
田
［
一
九
六
四
、五
〇
］）、
そ
の
立
場
を
取
る
な
ら
ば
、
宮
中
で

は
甘
酒
を
用
い
た
紅
糟
粥
が
十
五
世
紀
に
は
作
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

最
後
に
、
紅
糟
こ
そ
が
臘
八
の
食
品
で
あ
り
五
味
粥
と
異
な
る
と
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
、
以
下
の
一い

ち

条じ
ょ
う

兼か
ね

良よ
し

（
一
四
〇
二
―

一
四
八
一
）
の
『
尺せ

き

素そ

往お
う

来ら
い

』（
十
五
世
紀
）
か
ら
確
認
す
る
。

…
…
寒
更
紅ウ

ン

糟ザ
ウ

者
臘
八
之
仏
供
。
皆
是
一
時
一
会
之
景
物
。
当
日
当
座
之
賞
翫
候
之
間
、
令
略
之
候
。
又
於
五
味
粥
并
饌
飯
者
、
由

来
聊
不
快
之
間
、
待
高
賓
之
時
、
先
不
須
薦
之
云
々
。

（『
群
書
類
従
』
第
九
輯
「
文
筆
部
、
消
息
部
」
巻
一
四
一
、五
二
〇
上
）

…
…
寒
更
の
紅
糟
は
、
臘
八
の
仏
供
。
皆み

な
是
れ
一
時
一
会
の
景
物
な
り
。
当
日
当
座
の
賞
翫
に
候
之
間
、
之
を
略お

さ

め
せ
し
め
候
。

又ま

た
五
味
の
粥
、
并
に
饌せ

ん

飯ぱ
ん

に
於
い
て
は
、
由
来
聊
か
快

こ
こ
ろ
よか

ら
ざ
る
の
間
、
高
賓
の
時
に
待た

い

す
る
は
、
先
ず
須
ら
く
之
を
薦
む
べ
か

ら
ず
、
云
々
。

節
日
の
食
品
の
目
的
、
由
来
を
列
挙
し
、
紅
糟
は
臘
八
の
仏
へ
の
供
物
だ
と
い
う
―
―
こ
れ
ら
は
皆
、
そ
の
時
だ
け
の
風
物
、
味
わ
い
で
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あ
る
か
ら
、
口
に
す
る
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
五
味
粥
と
饌そ

な

え
飯
に
つ
い
て
は
、
そ
の
由
来
が
少
々
気
持
ち
の
良
い
も
の
で
は
な
い
か
ら
、

貴
人
を
接
待
す
る
時
に
は
こ
れ
を
お
出
し
し
て
は
い
け
な
い
。

ま
た
前
出
の
『
遊
学
往
来
』
も
温
糟
の
後
段
に
、
そ
の
他
の
点
心
と
し
て
五
味
粥
を
挙
げ
る
。
そ
し
て
『
日に

っ

葡ぽ

辞じ

書し
ょ

』（
一
六
〇
三
年
）

に
も
、「Gom

icjucu

（
ゴ
ミ
ジ
ュ
ク
／
五
味
粥
）」
と
「V

nzǒ

（
ウ
ン
ザ
ゥ
／
温
糟
・
紅
糟
）」
が
別
々
に
立
項
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
内
容
も

異
な
る
と
考
え
ら
れ
る
（
土
井
忠
夫
・
森
田
武
・
長
南
実
（
編
訳
）『
邦
訳	

日
葡
辞
書
』
岩
波
書
店
、
一
九
八
〇
年
、
三
〇
七
頁
左
・
六
九
五
頁
右
）。

こ
れ
ら
か
ら
十
七
世
紀
初
頭
頃
ま
で
、
五
味
粥
と
紅
糟
が
異
な
る
も
の
だ
と
広
く
認
識
さ
れ
て
い
た
と
思
し
い
の
で
あ
る
。

以
上
か
ら
日
本
で
紅
糟
は
、
僧
俗
の
別
な
く
臘
八
の
食
品
と
し
て
受
容
さ
れ
、
具
体
的
に
は
甘
酒
や
酒
糟
を
用
い
た
赤
く
は
な
い
食
品

で
あ
っ
た
こ
と
が
推
定
で
き
た
。
ま
た
公
家
や
宮
中
に
お
い
て
は
、
複
数
の
食
材
を
入
れ
て
は
い
る
も
の
の
、
そ
こ
に
は
甘
酒
や
酒
糟
が

入
り
、
次
項
の
五
味
粥
と
は
異
な
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
江
戸
期
に
な
る
と
、
少
な
く
と
も
禅
林
で
は
、
紅
糟
は
五
味
粥
と
同
一
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
序
で
示
し
た
と

お
り
無
著
は
、
紅
糟
は
五
味
粥
の
異
称
だ
と
述
べ
、
ま
た
紅
糟
に
つ
い
て
、「
紅
」
と
は
小
豆
の
色
、
も
し
く
は
い
ろ
い
ろ
な
食
材
を
混

ぜ
る
こ
と
で
色
が
変
わ
る
こ
と
を
示
し
、「
糟
」
は
さ
ま
ざ
ま
な
材
料
に
よ
り
味
が
混
ざ
る
こ
と
を
指
す
と
解
説
す
る
の
で
あ
る
。

三
―
二　

日
本
に
お
け
る
五
味
粥

中
国
に
お
け
る
臘
八
の
五
味
粥
は
、
一
般
文
献
で
は
当
初
か
ら
臘
八
粥
と
し
て
見
え
、
今
日
ま
で
継
承
さ
れ
て
い
た
。
一
方
の
日
本
で

も
現
在
、
特
に
曹
洞
宗
で
は
五
味
粥
を
臘
八
粥
と
し
て
受
容
し
て
い
る
（
曹
洞
宗
宗
務
庁
教
学
部
［
一
九
八
八
、二
一
五
］、
大
本
山
永
平
寺

［
一
九
九
二
、一
九
七
］）。
し
か
し
こ
れ
は
、
江
戸
中
期
以
降
に
定
着
し
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
以
下
に
、
江

戸
期
以
前
の
禅
文
献
、
一
般
文
献
の
順
に
各
資
料
に
見
え
る
五
味
粥
を
見
た
後
、
清
規
に
お
け
る
そ
れ
へ
の
記
述
を
表
に
し
て
検
討
す
る
。

ま
ず
、
江
戸
期
以
前
の
日
本
の
禅
籍
に
お
い
て
、
五
味
粥
は
臘
八
に
も
仏
成
道
に
も
結
び
つ
い
て
い
な
い
。
五
味
粥
と
い
う
語
は
、
拙
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（59） 
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論
の
分
析
と
直
接
の
関
係
が
な
い
密
教
関
係
文
献
を
除
き
、
十
三
世
紀
以
降
の
禅
文
献
に
見
え
る
。
し
か
し
、
そ
れ
が
記
さ
れ
る
の
は
正

月
や
開か

い

炉ろ

で
あ
り
、ま
た
無む

学が
く

祖そ

元げ
ん

（
一
二
二
六
―
一
二
八
六
）
住
持
時
の
円
覚
寺
に
お
け
る
毎
月
二
度
の
五
味
粥
の
記
録
な
ど
で
あ
る
（「
毎

月
両
度
五
味
粥
、
十
四
石
四
斗
」
／
『
鎌
倉
遺
文
』
文
書
番
号
一
四
九
五
七
「
相
模
円
覚
寺
年
中
寺
用
米
注
進
状
」
／
竹
内
［
一
九
八
一
、七
七
下
］）。

さ
ら
に
五
山
版
『
入に

っ

衆し
ゅ

日に
ち

用よ
う

』（『
無
量
寿
禅
師
日
用
清
規
』）
に
は
、
通
行
本
に
は
な
い
、
粥
座
（
朝
食
）
時
に
黙
念
す
べ
き
五
味
粥
の
偈
が

見
え
る
が
、
そ
の
偈
の
内
容
か
ら
も
臘
八
と
の
接
点
は
見
え
な
い
。
す
な
わ
ち
、
こ
れ
ら
の
記
録
と
後
述
の
表
か
ら
は
、
江
戸
期
以
前
の

禅
門
に
お
い
て
五
味
粥
と
い
う
語
は
、
用
例
自
体
も
限
ら
れ
、
正
月
な
ど
特
別
な
時
に
口
に
し
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
も
の
の
、
少
な
く

と
も
臘
八
と
は
結
び
つ
い
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
、一
般
文
献
で
も
同
様
で
あ
る
。
五
味
粥
の
語
は
、『
殿で

ん

中ち
ゅ
う

以い

下か

年ね
ん

中じ
ゅ
う

行ぎ
ょ
う

事じ

』（
十
五
世
紀
か
）
の
正
月
七
日
夜
の
記
録
の
ほ
か
（『
群

書
類
従
』
第
二
二
輯
「
武
家
部
」
巻
四
〇
八
、三
〇
九
頁
上
）、
前
述
の
『
遊
学
往
来
』
や
『
尺
素
往
来
』
な
ど
に
、
点
心
と
し
て
見
え
る
程
度

と
な
る
。

以
上
の
資
料
は
、
時
代
も
立
場
も
異
な
る
も
の
の
、
少
な
く
と
も
五
味
粥
は
臘
八
と
結
び
つ
い
て
い
な
い
。

そ
れ
で
は
、
時
間
経
過
と
共
に
臘
八
に
五
味
粥
が
結
び
つ
く
過
程
を
、
以
下
の
日
本
禅
宗
清
規
に
見
え
る
五
味
粥
の
記
述
の
一
覧
表
か

ら
確
認
す
る
。
な
お
こ
れ
は
、
拙
論
［
二
〇
一
九
、一
一
一
］
掲
載
の
表
に
加
筆
し
改
訂
し
た
も
の
で
あ
る
。

（60） 
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㉒ ㉑ ⑳ ⑲ ⑱ ⑰ ⑯ ⑮ ⑭ ⑬ ⑫ ⑪ ⑩ ⑨ ⑧ ⑦ ⑥ ⑤ ④ ③ ② ①

一
九
九
二

不
明

一
八
九
三

一
八
六
四

一
八
一
八
～

一
八
一
八
～

一
七
九
三

一
七
八
一

一
七
七
一

一
七
六
七
～

一
七
四
九

一
七
三
一

一
七
二
五
～

一
七
一
六
～

一
七
五
八
頃

一
七
一
六

一
六
七
四

一
七
二
八
写

一
六
七
二
？

～
一
六
九
五

一
五
五
九
写

一
五
〇
九
写

一
四
四
〇
代

後
期

一
四
六
二
頃

一
三
二
四
頃

年
代
（
年
）

『
祖
山
行
法
指
南
』

法
堂
仏
殿
篇

『
万
松
山
清
規
』
坤

『
侍
者
寮
指
南
記
』

『
江
湖
指
南
記
』

『
寿
山
清
規
』

『
最
乗
輪
住
大
日
鑑
』

『
円
通
応
用
清
規
』

『
橘
谷
大
洞
指
南
』

『
太
平
山
諸
寮
日
看
』

『
副
寺
寮
日
鑑
』

『
永
渓
山
典
座
寮
指
南
記
』

『
橘
谷
内
清
規
』

『
仙
寿
山
全
久
禅
院
内
清
規
』

『
吉
祥
山
永
平
寺
年
中
定
規
』

『
海
会
堂
日
用
毘
奈
耶
』

『
椙
樹
林
清
規
』
巻
下

『
黄
檗
山
内
清
規
』

『
龍
泰
寺
行
事
次
序
』

『
正
法
清
規
』
乾

『
略
清
規
』（『
叢
規
口
実
』）

『
回
向
并
式
法
』

『
瑩
山
清
規
』 清

規
名

◯
（
続
曹
全
「
清
規
」
四
三
〇
下
）

◯
（
曹
全
「
清
規
」
七
七
七
上
）

◯
（
川
口
［
二
〇
〇
一
、二
六
四
下
］）

◯
（
尾
﨑
［
二
〇
〇
〇
、九
一
上
］）

◯
（
曹
全
「
清
規
」
四
九
八
下
）

◯
（
続
曹
全
「
清
規
」
九
九
上
）

◯
（
続
曹
全
「
清
規
」
四
六
上
）

○
（
Ｔ
八
二
・
四
二
五
下
、
四
三
六
下
）

正
月
の
五
味
粥

◯
（
大
本
山
永
平
寺
［
一
九
九
二
、一
九
七
］）

◯
（
曹
全
「
清
規
」
六
三
六
上
）

◯
（
続
曹
全
「
清
規
」
四
三
五
上
）

◯
（
続
曹
全
「
清
規
」
三
七
八
下
）

◯
（
続
曹
全
「
清
規
」
二
一
四
上
）

◯
（
続
曹
全
「
清
規
」
一
五
六
下
）

※
「
仏
粥
」（
続
曹
全
「
清
規
」
三
二
四
下
）

◯
（
曹
全
「
清
規
」
五
九
〇
下
）

◯
（
曹
全
「
清
規
」「
副
寺
」
六
九
〇
下
）
他
三
ヶ
所

◯
（
続
曹
全
「
清
規
」
二
五
五
上
）

◯
（
曹
全
「
清
規
」
七
八
五
上
）

◯
（
曹
全
「
清
規
」
五
六
五
下
）

※
「
仏
粥
」（
川
口
高
風
［
二
〇
〇
一
、二
七
二
下
］）

◯
（
尾
﨑
［
二
〇
〇
〇
、一
一
六
下
］）

※
「
仏
粥
」（
続
曹
全
「
清
規
」
一
八
四
上
）

※
「
紅
糟
粥
」「
仏
粥
」（
曹
全
「
清
規
」
五
四
四
上
）

◯
（
黄
檗
山
万
福
寺
蔵
本
）

※
「
紅
糟
」（
尾
﨑
［
二
〇
〇
三
、八
四
］）

※
「
温
臓
粥
」（
尾
﨑
［
一
九
九
五
、一
〇
六
上
］）

臘
八
の
食
品

（
五
味
粥
は
○
、
そ
れ
以
外
は
※
）

栗
稈
・
大
豆
・
小
豆
・
米
也
。

又
大
麦

米
・
麦
・
粟
・
大
豆
等

栗
稈
・
大
豆
・
小
豆
・
米
也
。

又
大
麦

五
穀
・
野
菜

白
米
・
紅
豆
子
・
榧
子
・

貫
柿
子
・
栗
子

五
穀
？
米
糟
糠
？

食
材

表「日本禅宗清規における五味粥」
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臘
八
の
五
味
粥
を
初
め
て
記
載
す
る
日
本
の
清
規
は
、
十
七
世
紀
後
半
の
日
本
初
期
黄
檗
禅
の
内
規
で
あ
る
⑥
『
黄お

う

檗ば
く

山さ
ん

内な
い

清し
ん

規ぎ

』	「
臘

月
」
条
で
あ
り
、
以
下
の
よ
う
に
見
え
る
。「
初
八
日
…
…
早
間
、
五
味
粥
を
設
く
。［
白
米
・
紅
豆
子
・
榧
子
・
貫
柿
子
・
栗
子
］
仏
殿

并
び
に
諸
堂
に
供
え
、
粥
を
喫
し
了
り
て
…
…
（
初
八
日
…
…
早
間
設
五
味
粥
。［
白
米
・
紅
豆
子
・
榧
子
・
貫
柿
子
・
栗
子
］
供
仏
殿
并
諸
堂
、
喫

粥
了
…
…
）」（［　
］
割
り
注
）。
そ
し
て
こ
れ
以
降
、
少
な
く
と
も
曹
洞
宗
の
清
規
で
は
、
臘
八
の
五
味
粥
が
定
着
し
た
こ
と
が
理
解
で
き
る
。

ま
た
黄
檗
禅
が
日
本
に
移
入
し
て
後
、
紅
糟
と
五
味
粥
の
同
化
が
進
ん
だ
こ
と
が
以
下
の
例
か
ら
も
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
⑦
『
椙

し
ょ
う

樹じ
ゅ

林り
ん

清し
ん

規ぎ

』
は
、
紅
糟
粥
と
表
記
す
る
も
そ
の
内
容
は
五
味
粥
に
近
く
、「
五
穀
ヲ
交
ヘ
、
野
菜
ヲ
入
テ
煮
ル
ナ
リ
」
と
述
べ
る
。
ま
た

黒く
ろ

川か
わ

道ど
う

祐ゆ
う

（
一
六
二
三
―
一
六
九
一
）
の
『
日ひ

次な
み

紀き

事じ

』（
京
都
を
中
心
と
し
た
年
中
行
事
の
解
説
書
。
一
六
七
六
年
序
）
巻
一
二
「
十
二
月
・
初

八
日
・
公
事
」
は
、「
温ウ

ン

臓ゾ
ウ

粥カ
ユ

」
を
立
項
す
る
が
、
そ
の
内
容
は
ほ
ぼ
五
味
粥
で
あ
り
（
昆
布
・
串
柿
・
大
豆
粉
・
菜
葉
）、
典
拠
と
し
て
『
東

京
夢
華
録
』
を
引
く
の
で
あ
る
（
新
修
『
京
都
叢
書
』
第
二
巻
、
光
彩
社
、
一
九
六
七
年
、
三
九
三
頁
上
）。

以
上
、
日
本
に
お
い
て
臘
八
仏
成
道
を
記
念
す
る
食
品
は
、
当
初
は
紅
糟
で
あ
っ
た
が
、
黄
檗
禅
が
伝
来
し
た
十
七
世
紀
以
降
、
少
な

く
と
も
禅
林
で
は
五
味
粥
が
そ
れ
に
代
わ
っ
た
の
で
あ
る
。

た
だ
し
、
江
戸
期
以
前
の
日
本
に
お
い
て
、
名
前
は
紅
糟
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
内
容
が
五
味
粥
で
あ
る
場
合
が
あ
っ
た
こ
と
も
考
え
ら

れ
る
。
こ
れ
は
②
『
回え

向こ
う

并へ
い

式し
き

法ほ
う

』
に
、「
温
𧸄マ

マ
（
臓
）
粥
」
の
説
明
と
し
て
五
味
粥
と
紅
糟
の
性
質
を
併
記
し
、「
煮
物
ハ
五
穀
ヲ
集
ム

ト
云
説
在
。
又
米
糟
糠
ト
云
義
在
」
と
述
べ
る
こ
と
か
ら
い
え
る
。
し
か
し
前
項
で
見
た
と
お
り
、
記
述
の
質
や
量
か
ら
、
紅
糟
と
は
甘

酒
や
酒
糟
を
用
い
た
食
品
だ
と
考
え
て
差
し
支
え
な
い
だ
ろ
う
。

お
わ
り
に

拙
論
は
、
中
国
と
日
本
で
臘
八
に
口
に
さ
れ
た
五
味
粥
と
紅
糟
の
歴
史
的
変
遷
を
分
析
し
た
。

（66） 
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（68） 

193　『禪學研究』第100號，2022年3月



臘
八
の
五
味
粥
は
、
複
数
の
食
材
を
煮
込
ん
だ
粥
で
あ
り
、
臘
八
粥
と
も
呼
ば
れ
、
中
国
で
は
習
俗
と
し
て
定
着
し
て
い
る
。
一
方
の

臘
八
の
紅
糟
は
、
甘
酒
も
し
く
は
、
そ
れ
や
酒
糟
を
用
い
た
粥
状
の
食
品
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
、
日
中
両
国
と
も
に
そ
の
習
俗
は
ほ
ぼ

失
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
両
者
の
両
国
に
お
け
る
変
遷
を
ま
と
め
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

中
国
で
は
、
五
味
粥
は
北
宋
の
一
般
文
献
に
臘
八
粥
と
し
て
寺
院
で
供
応
さ
れ
た
こ
と
が
見
え
る
。
し
か
し
そ
の
目
的
は
記
さ
れ
ず
、

時
間
が
経
過
す
る
に
し
た
が
い
臘
や
蜡
の
要
素
が
表
面
化
す
る
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
禅
籍
で
は
そ
れ
は
臘
八
仏
成
道
と
は
結
び
つ
い

て
い
な
か
っ
た
。
一
方
の
紅
糟
は
、
五
味
粥
に
遅
れ
南
宋
か
ら
記
録
さ
れ
、
一
般
文
献
で
は
僧
尼
の
臘
八
の
食
品
と
し
て
見
え
、
禅
宗
清

規
に
は
臘
八
仏
成
道
を
記
念
す
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
時
間
が
経
過
す
る
に
つ
れ
紅
糟
は
見
え
な
く
な
り
五
味

粥
が
臘
八
の
習
俗
と
し
て
広
く
定
着
し
た
。

日
本
で
は
、
当
初
か
ら
僧
俗
を
問
わ
ず
、
紅
糟
が
臘
八
仏
成
道
を
記
念
す
る
も
の
と
し
て
受
容
さ
れ
て
お
り
、
五
味
粥
は
そ
れ
と
結
び

つ
い
て
い
な
か
っ
た
。
し
か
し
江
戸
中
期
以
降
、
五
味
粥
が
臘
八
の
食
品
と
し
て
少
な
く
と
も
禅
林
で
は
受
容
さ
れ
、
紅
糟
は
そ
れ
の
異

称
と
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
紅
糟
の
本
義
を
残
す
温
糟
粥
が
、
一
部
の
文
化
と
し
て
残
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

以
上
か
ら
、
臘
八
の
紅
糟
が
臘
八
仏
成
道
を
記
念
し
た
食
品
で
あ
る
一
方
、
臘
八
の
五
味
粥
は
さ
ま
ざ
ま
な
要
素
が
有
機
的
に
結
び
つ

く
こ
と
で
、
形
づ
く
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
両
食
品
の
性
質
と
出
現
時
期
は
、
中
国
に
お
け
る
臘

八
仏
成
道
の
形
成
史
の
そ
れ
と
も
一
致
す
る
。
す
な
わ
ち
、
未
だ
臘
八
仏
成
道
が
一
般
化
し
て
い
な
い
北
宋
期
に
、
習
俗
的
な
要
素
を
強

く
含
む
五
味
粥
が
広
ま
り
、
臘
八
仏
成
道
が
広
く
定
着
し
た
南
宋
代
に
、
明
確
に
そ
れ
を
記
念
し
た
紅
糟
が
現
れ
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、
日
本
に
お
い
て
黄
檗
禅
が
伝
来
し
た
十
七
世
紀
以
降
に
、
臘
八
の
五
味
粥
が
定
着
し
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
、

黄
檗
禅
が
日
本
禅
林
に
与
え
た
影
響
の
一
つ
に
加
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

な
お
、
現
在
の
日
本
臨
済
宗
の
専
門
道
場
の
な
か
に
は
、
臘
八
摂
心
（
拙
論
［
二
〇
一
九
］
参
照
）
に
向
け
て
甘
酒
を
作
り
、
そ
の
期
間

中
に
そ
れ
を
口
に
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
こ
れ
は
名
前
が
残
ら
ず
と
も
、
紅
糟
の
な
ご
り
で
あ
る
可
能
性
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
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【
参
考
文
献
・
略
号
表
】

曹
全
：『
曹
洞
宗
全
書
』（
曹
洞
宗
全
書
刊
行
会
編
、
全
二
〇
巻
、
曹
洞
宗
全
書
刊
行
会
、
一
九
二
九
―
一
九
三
八
年
）

続
曹
全
：『
続
曹
洞
宗
全
書
』（
曹
洞
宗
全
書
刊
行
会
編
、
全
一
〇
巻
、
曹
洞
宗
全
書
刊
行
会
、
一
九
七
三
―
一
九
七
六
年
）

Ｄ
：『
東
京
夢
華
録
』（
外
四
種
、
古
典
文
学
出
版
社
、
一
九
五
六
年
）

Ｇ
：『
古
今
図
書
集
成
』（
陳
夢
雷
（
編
）
蒋
廷
錫
（
校
訂
）
全
八
〇
冊
、
中
華
書
局
・
巴
蜀
書
社
、
一
九
八
五
年
）

Ｊ
：『
嘉
興
大
蔵
経
』（
全
四
〇
冊
、
新
文
豊
出
版
、
一
九
八
七
年
）

Ｌ
：『
雕
龍
中
国
地
方
誌
全
文
検
索
叢
書
』（
第
一
輯
、
凱
希
メ
デ
ィ
ア
サ
ー
ビ
ス
）

Ｑ
：『
乾
隆
大
蔵
経
』（
全
一
六
四
冊
、
新
文
豊
出
版
、
一
九
九
一
年
）

Ｔ
：『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』（
高
楠
順
次
郎
編
、
全
一
〇
〇
巻
、
大
正
一
切
経
刊
行
会
、
一
九
二
四
―
一
九
三
二
年
）

Ｚ
：『
卍
続
蔵
経
』（
全
一
五
〇
冊
、
新
文
豊
出
版
、
一
九
七
六
年
）
※
『
大
日
本
続
蔵
経
』
の
影
印
（
全
一
五
〇
套
、
蔵
経
書
院
、

一
九
〇
五
―
一
九
一
二
年
）

池
田
廣
司
・
北
原
保
雄
［
一
九
七
二
］『
大
蔵
虎
明
本	
狂
言
集
の
研
究
』
本
文
篇
上
、
表
現
社
。

伊
藤
寛
［
一
九
九
四
］「
紅
麹
（
紅
曲
）
と
味
噌
・
醤
油
な
ど
へ
の
利
用
」『
日
本
醸
造
協
会
誌
』
第
八
九
巻
一
二
号
、
九
四
八
―

九
五
三
頁
。

遠
藤
章
［
一
九
八
五
］「
紅
麹
と
紅
麹
菌
を
め
ぐ
る
歴
史
と
最
近
の
動
向
」『
発
酵
と
工
業
』
第
四
三
巻
六
号
、
五
四
四
―
五
五
二
頁
。

小
川
太
龍
［
二
〇
一
九
］「
臘
八
摂
心
の
形
成
―
―
流
行
と
定
着
」『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
第
六
八
巻
第
一
号
、一
〇
八
―
一
一
四
頁
。

小
川
太
龍
［
二
〇
二
一
］「
臘
八
仏
成
道
の
形
成
」『
禅
学
研
究
』
第
九
九
号
、
一
―
三
七
頁
。

尾
﨑
正
善
［
一
九
九
五
］「
翻
刻
・
大
安
寺
蔵
『
回
向
并
式
法
』」『
曹
洞
宗
宗
学
研
究
紀
要
』
第
九
号
、
七
三
―
一
一
八
頁
。
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尾
﨑
正
善
［
二
〇
〇
〇
］「
翻
刻
・
岩
沢
文
庫
蔵
『
吉
祥
山
永
平
寺
年
中
定
規
』」『
鶴
見
大
学
紀
要
』
第
三
七
号
、
八
七
―
一
一
八
頁
。

尾
﨑
正
善
［
二
〇
〇
三
］『
翻
刻
・
駒
沢
大
学
蔵
『
略
清
規
』（
叢
規
口
実
）』『
鶴
見
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
紀
要
』
第
八
号
、
五
一
―

一
〇
一
頁
。

尾
﨑
正
善
［
二
〇
〇
五
］「
三
仏
忌
考
―
―
成
道
会
の
儀
礼
に
つ
い
て
（
二
）」『
宗
学
研
究
』
第
四
七
号
、
一
七
五
―
一
八
〇
頁
。

尾
﨑
正
善
［
二
〇
一
二
］「
翻
刻
・
京
都
大
学
文
学
部
図
書
館
蔵
『
東
福
寺
清
規
』（
二
）」『
鶴
見
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
紀
要
』
第

一
七
号
、
一
一
一
―
一
七
六
頁
。

何
莉
・
白
静
［
二
〇
〇
二
］「“
臘
八
”
考
溯
」『
湖
北
大
学
成
人
教
育
学
院
学
報
』
第
二
〇
巻
第
六
期
、
五
三
―
五
四
頁
。

川
口
高
風
［
二
〇
〇
一
］「『
仙
寿
山
全
久
禅
院
内
清
規
』
に
つ
い
て
」『
愛
知
学
院
大
学
教
養
学
部
紀
要
』
第
四
九
巻
第
二
号
、

二
七
四
―
二
五
九
頁
。

韓
鄂
（
唐
）［
一
九
六
一
］
影
印
本
『
四
時
簒
要
』、
山
本
書
店
、
守
屋
美
都
雄
（
解
題
）。

館
蔵
史
料
編
集
会
［
二
〇
〇
〇
］『
貴
重
典
籍
叢
書
』
文
学
編
、
第
一
九
巻
「
物
語
4
」、
臨
川
書
店
。

木
村
義
之
・
小
出
美
河
子
［
二
〇
〇
〇
］『
隠
語
大
辞
典
』、
皓
星
社
。

国
田
百
合
子
［
一
九
六
四
］『
女
房
詞
の
研
究
』、
風
間
書
房
。

高
啓
安
［
二
〇
〇
四
］『
唐
五
代
敦
煌
飲
食
文
化
研
究
』、
民
俗
出
版
社
。

高
啓
安
［
二
〇
一
三
］『
敦
煌
の
飲
食
文
化
』、
東
方
書
店
、
高
田
時
雄
（
監
訳
）。

椎
名
宏
雄
［
二
〇
一
六
］『
五
山
版
中
国
禅
籍
叢
刊
』
第
五
巻
「
綱
要
・
清
規
」、
臨
川
書
店
（
編
）。

島
田
勇
雄
［
一
九
八
五
］『
貞
丈
雑
記
』（
二
）
東
洋
文
庫
四
四
六
、
平
凡
社
（
校
注
）。

蕭
石
子
［
二
〇
二
〇
］「
家
有
紅
糟
」『
閩
都
文
化
』
第
五
期
、
九
〇
―
九
二
頁
。

詹
鄞
鑫
［
一
九
八
七
］「
臘
八
節
与
古
代
的
“
蜡
祭
”」『
文
史
知
識
』
第
一
二
期
、
一
一
〇
―
一
一
五
頁
。
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銭
仲
聯
・
馬
亜
中
［
二
〇
一
一
ａ
］『
陸
游
全
集
校
注
』
二
「
剣
南
詩
稿
校
注
二
」、
浙
江
教
育
出
版
社
（
編
）。

銭
仲
聯
・
馬
亜
中
［
二
〇
一
一
ｂ
］『
陸
游
全
集
校
注
』
三
「
剣
南
詩
稿
校
注
三
」、
浙
江
教
育
出
版
社
（
編
）。

曹
洞
宗
宗
務
庁
教
学
部
［
一
九
八
八
］『
昭
和
修
訂	

曹
洞
宗
行
持
軌
範
』、
曹
洞
宗
宗
務
庁
（
編
）。

大
本
山
永
平
寺
内
公
務
帖
編
纂
委
員
会
［
一
九
九
二
］『
祖
山
行
法
指
南
』
法
堂
仏
殿
篇
（
訂
補
再
々
版
）、
第
二
巻
、
大
本
山
永
平
寺
。

竹
内
理
三
［
一
九
七
八
］『
蔭
凉
軒
日
録
』
全
五
冊
、『
増
補
、
続
史
料
大
成
』
巻
二
一
―
二
五
、
臨
川
書
店
（
編
）、（
引
用
の
際
は
、

巻
号
も
記
す
）。

竹
内
理
三
［
一
九
八
一
］『
鎌
倉
遺
文
』
古
文
書
編
第
二
〇
巻
、
東
京
堂
出
版
（
編
）。

他
山
石
［
二
〇
二
〇
］「“
八
蜡
”
与
臘
八
節
」、『
文
史
雑
誌
』
第
六
期
、
一
一
九
―
一
二
〇
頁
。

田
中
静
一
［
一
九
八
一
］「
中
国
・
朝
鮮
・
日
本
の
麺
と
甘
酒
―
―
食
の
文
化
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
‘81
報
告
」『
中
国
研
究
月
報
』
第
三
三
九

号
、
四
〇
―
四
四
頁
。

谷
口
歌
子
［
一
九
七
九
］「
禅
林
の
食
事
に
つ
い
て
―
―
加
賀
大
乗
寺
の
行
事
食
を
中
心
と
し
て
」『
研
究
紀
要
』
第
二
三
号
、
六
五
―

七
四
頁
。

玉
上
琢
彌
［
一
九
六
八
］『
紫
明
抄
・
河
海
抄
』、
角
川
書
店
。

辻
善
之
助
［
一
九
三
九
］『
空
華
日
用
工
夫
略
集
』、
太
陽
社
（
編
）、
義
堂
（
著
）。

程
民
生
［
二
〇
一
六
］「
臘
八
粥
材
宋
代
汴
京
的
創
制
及
后
代
変
異
」『
歴
史
教
学
』
第
二
二
期
、
一
六
―
三
三
頁
。

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
［
一
九
四
三
］『
大
日
本
古
文
書
』「
家
わ
け
十
七
ノ
一
」、
東
京
大
学
出
版
会
。

徳
野
崇
行
［
二
〇
一
六
］「
曹
洞
宗
に
お
け
る
「
食
」
と
修
行
」『
宗
学
研
究
』
第
九
〇
巻
第
二
輯
、
八
一
―
一
〇
五
頁
。

永
井
政
之
［
一
九
九
四
］「
中
国
仏
教
成
立
の
一
側
面
―
―
三
仏
忌
の
成
立
と
展
開
」『
駒
沢
大
学
仏
教
学
部
論
集
』
第
二
五
号
、

一
二
九
―
一
五
八
頁
。
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長
井
裕
子
［
二
〇
一
四
］「
穆
儒
丐
『
北
京
夢
華
録
』
箚
記
（
二
）」『
メ
デ
イ
ア
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
研
究
』
第
六
七
号
、
二
三

―
五
三
頁
。

永
尾
龍
造
［
一
九
九
六
］『
支
那
の
民
俗
』
ア
ジ
ア
学
叢
書
八
、
大
空
社
（
一
九
二
七
年
初
版
）。

中
野
政
弘
［
一
九
六
七
］『
発
酵
食
品
』「
甘
酒
」
光
琳
全
書
、
七
八
―
八
〇
頁
（
編
）。

中
村
喬
［
一
九
九
三
］『
中
国
歳
時
史
の
研
究
』、
朋
友
書
店
。

中
村
喬
［
一
九
九
五
］『
中
国
の
食
譜
』
東
洋
文
庫
五
九
四
、
平
凡
社
。

中
村
喬
［
二
〇
〇
〇
］『
宋
代
の
料
理
と
食
品
』、
朋
友
書
店
。

中
村
裕
一
［
二
〇
一
一
］『
中
国
古
代
の
年
中
行
事
』
第
四
冊
冬
、
汲
古
書
院
。

畢
悦
［
二
〇
一
八
］「
臘
八
節
考
略
―
―
兼
論
陕
西
地
区
臘
八
節
諸
習
俗
」『
咸
陽
師
範
学
院
報
』
第
三
三
巻
第
三
期
、八
三
―
八
八
頁
。

細
合
喝
堂
等
［
一
九
八
九
］『
大
徳
寺	
禅
語
録
集
成
』
第
二
巻
、
法
蔵
館
、
一
九
八
九
年
（
編
）。

守
屋
美
都
雄
［
一
九
六
三
］『
中
国
古
歳
時
記
の
研
究
』
帝
国
書
院
。

柳
田
聖
山
［
一
九
七
七
］『
勅
修
百
丈
清
規
左
觿
』
禅
学
叢
書
之
八
、
下
冊
、
中
文
出
版
（
編
）。

柳
田
聖
山
［
一
九
七
九
］『
禅
林
象
器
箋
』
禅
学
叢
書
之
九
、
上
冊
、
中
文
出
版
（
編
）。

山
岸
徳
平
［
一
九
六
六
］『
源
氏
物
語
』
第
五
冊
（
全
六
冊
）、
岩
波
書
店
（
校
注
）。

吉
﨑
由
美
子
［
二
〇
一
八
］「
魅
惑
の
紅
麹
―
―
お
い
し
い
を
紐
解
く
」『
生
物
工
学
会
誌
』
第
九
六
巻
第
一
二
号
、
七
一
二
頁
。

李
楊
・
孔
令
琦
・
潘
彬
彬
［
二
〇
一
七
］「
臘
八
粥
文
化
之
解
析
」『
大
衆
文
芸
』
第
一
〇
期
、
五
二
―
五
四
頁
。

陸
游
［
一
九
〇
九
］『
陸
放
翁
詩
集
』
巻
四
、
青
木
嵩
山
堂
。

渡
辺
大
門
［
一
九
九
八
］「『
蔭
凉
軒
日
録
』
に
見
る
酒
に
つ
い
て
」『
食
生
活
研
究
』
第
一
九
巻
第
四
号
、
一
二
―
一
九
頁
。
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〈
註
〉

（　

）	
歳
時
記
研
究
の
一
環
と
し
て
臘
八
粥
に
触
れ
た
も
の
に
、

中
村
裕
一
［
二
〇
一
一
、五
三
八
―
五
三
九
］、
中
村
喬

［
一
九
九
三
、六
一
六
―
六
一
九
］
等
が
あ
る
。
ま
た
永
井

［
一
九
九
四
、一
四
六
―
一
四
八
］
は
、
臘
八
上
堂
を
論
じ

る
中
で
中
国
に
お
け
る
五
味
粥
に
つ
い
て
言
及
し
て
い

る
。
な
お
同
［
一
九
九
四
、一
四
五
］
は
、
臘
八
仏
成
道

に
つ
い
て
中
国
固
有
の
習
俗
に
仏
教
行
事
が
吸
収
さ
れ
た

可
能
性
を
指
摘
し
て
い
る
。

（　

）	

長
井
氏
は
、一
つ
は
仏
教
文
化
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
り
、

も
う
一
つ
は
古
代
の
臘
や
蜡
の
祭
祀
か
ら
派
生
し
た
も
の

を
想
定
す
る
。
な
お
長
井
氏
の
論
考
は
、
臘
八
粥
を
主
題

と
し
た
分
析
で
あ
り
、
清
代
以
降
の
そ
れ
の
展
開
を
対
象

と
し
て
い
る
。

（　

）	

徳
野
［
二
〇
一
六
、九
一
―
九
二
］
が
現
在
の
永
平
寺
の

臘
八
の
喫
粥
に
つ
い
て
紹
介
し
て
お
り
、
谷
口

［
一
九
七
九
、七
一
―
七
二
］
が
、
江
戸
期
の
曹
洞
宗
清
規

に
見
え
る
臘
八
の
五
味
粥
と
紅
糟
に
つ
い
て
言
及
す
る
も

の
の
、
両
者
を
同
一
視
し
て
い
る
。

（　

）	

歳
末
に
竃
神
が
人
間
の
一
年
の
善
悪
を
天
上
に
報
告
す
る

と
い
う
伝
説
に
ち
な
み
、
竃
に
酒
糟
を
塗
る
こ
と
で
竃
神

を
酩
酊
さ
せ
、
そ
れ
を
阻
止
す
る
と
い
う
儀
礼
（
中
村
裕

一
［
二
〇
一
一
、六
四
九
―
六
五
二
］）。
竃
神
と
祀
竃
に
つ

い
て
は
、
中
村
裕
一
［
二
〇
一
一
、六
四
四
―
六
四
九
］
に

各
種
資
料
が
あ
り
、
中
村
喬
［
一
九
九
三
、四
七
〇
―

五
一
二
］
が
詳
述
し
て
い
る
た
め
そ
ち
ら
も
参
照
の
こ
と
。

ま
た
同
［
一
九
九
三
、四
九
一
］
は
、
宋
代
の
十
二
月

二
十
四
日
は
臘
日
に
あ
た
り
歳
終
を
意
味
す
る
と
述
べ
る
。

（　

）	『
独
断
』
巻
上
一
二
丁
表
（『
四
部
叢
刊
三
編
』
巻
三
二
「
子

部
」、
上
海
書
店
、
一
九
八
五
年
、
頁
数
な
し
）。

（　

）	『
礼
記
正
義
』
巻
二
六
「
郊
特
牲
」（『
十
三
経
注
疏
』
中

華
書
局
、
一
九
八
〇
年
、
一
四
五
三
頁
下
）。
ま
た
孔
穎

達
（
五
七
四
―
六
四
八
）
は
注
で
八
神
に
つ
い
て
、「
先

嗇
一
、
司
嗇
二
、
農
三
、
郵
表
畷
四
、
貓
虎
五
、
坊
六
、

水
庸
七
、
昆
虫
八
」
と
述
べ
る
。

	
	

な
お
充
分
な
分
析
は
な
さ
れ
て
い
な
い
が
、
蜡
が
臘
八

の
起
源
だ
と
す
る
指
摘
も
あ
り
（
詹
［
一
九
八
七
］
他

山
石
［
二
〇
二
〇
］）、
清
代
に
は
蜡
八
が
臘
八
へ
と
変

化
し
（
蜡
八
相
沿
訛
臘
八
）、
た
だ
粥
を
口
に
す
る
日
に

な
っ
て
い
る
と
詠
う
詩
も
あ
る
。（『
御
製
楽
善
堂
全
集

定
本
』
巻
十
四
「
古
体
詩
・
臘
八
日
」
／
『
四
庫
全
書

薈
要
』「
集
部
・
別
集
類
」
巻
一
三
二
二
三
、一
三
丁
裏
）。

（　

）	
朱
砂
と
い
う
名
の
朱
色
の
鉱
物
が
あ
り
、
薬
と
し
て
後
述

注
26
の
臘
薬
で
あ
る
紅
雪
の
材
料
に
も
そ
れ
が
見
え
る
も

の
の
、
食
品
で
は
な
い
（『
四
時
簒
要
』「
冬
令
巻
之
五
、
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十
二
月
」「
紅
雪
」
／
韓
［
一
九
六
一
、一
六
一
―

一
六
二
］）。
こ
こ
か
ら
朱
砂
色
の
粥
の
意
味
と
も
推
定
で

き
る
。

（　

）	
た
だ
し
こ
こ
で
い
う
仏
粥
は
、
僧
尼
か
ら
贈
ら
れ
る
も
の

を
そ
う
呼
ぶ
と
記
し
て
い
る
の
で
、
実
質
的
に
は
臘
八
粥

を
指
す
と
思
し
い
。
こ
れ
は
以
下
の
陸
游
の
詩
の
そ
れ
も

同
様
で
あ
ろ
う
。『
放
翁
詩
選
』
巻
四
「
十
二
月
八
日
歩

至
西
村
」
に
「
今
朝
仏
粥
更
相
餽
」
と
見
え
る
（
陸

［
一
九
〇
九
、一
八
丁
裏
］）。
ま
た
蘇
轍
（
蘇
軾
の
弟
・

一
〇
三
九
―
一
一
一
二
）
の
「
種
甖
粟
」
に
「
研
作
牛
乳
、

烹
為
仏
粥
」
と
見
え
る
（『
欒
城
三
集
』
巻
五
「
種
薬
苗

二
首
並
引
」
／
中
国
古
典
文
学
基
本
叢
書
『
蘇
轍
集
』
第

三
冊
、
一
九
九
〇
年
、
一
二
〇
三
頁
）。

（　

）	

一
般
文
献
に
見
え
る
五
味
粥
は
、
基
本
的
に
臘
八
粥
と
し

て
の
記
述
だ
が
、『
古
今
図
書
集
成
』
に
一
箇
所
、
元
旦

の
五
味
粥
が
見
え
る
（「
浙
江
志
書
・
天
台
県
」
Ｇ
三
・

一
九
五
二
下
）。
こ
れ
は
次
節
で
分
析
す
る
『
瑩
山
清
規
』

等
の
記
述
に
通
じ
る
。

（　

）	

中
村
喬
［
一
九
九
三
、六
一
七
―
六
一
八
］
は
、
各
種
地

方
誌
を
列
挙
し
、
五
味
粥
の
内
容
に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ
な

食
材
が
用
い
ら
れ
た
こ
と
を
論
じ
て
い
る
。
ま
た
長
井

［
二
〇
一
四
、四
九
―
五
一
］
は
、
一
九
二
〇
年
代
の
中
国

に
お
け
る
臘
八
粥
の
分
布
と
材
料
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
の
図
表
を
作
成
し
掲
載
す
る
。

（　

）	『
東
京
夢
華
録
』
巻
八
「
四
月
八
日
」
は
、「
仏
生
日
」
と

し
て
浴
仏
会
を
開
く
こ
と
を
記
す
た
め
（
Ｄ
四
七
）、
臘

八
の
浴
仏
が
仏
降
誕
で
は
な
く
、
成
道
を
記
念
し
た
可
能

性
が
あ
る
。
ま
た
『
夢
梁
録
』
に
見
え
た
粥
の
材
料
に
は

乳
が
見
え
る
こ
と
か
ら
仏
成
道
を
意
識
し
て
い
た
可
能
性

が
あ
る
（
注
41
も
参
照
）。
な
お
五
代
の
義
楚
（
生
没
年

未
詳
）
の
『
釈
氏
六
帖
』（『
義
楚
六
帖
』
九
五
四
年
成
立
）

巻
六
「
師
徒
教
戒
部
第
七
・
温
浴
」
は
、「
成
道
粥
浴
」

と
題
し
、「
法
王
記
云
…
…
臘
月
八
日
浴
食
乳
粥
等
」
と

記
す
（
浙
江
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
〇
年
、
一
一
八
頁
）。

こ
こ
に
臘
八
の
乳
粥
が
見
え
る
が
、
こ
れ
は
習
俗
と
し
て

当
時
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
記
す
も
の
で
は
な
い
。

（　

）	

南
宋
『
嘉
泰
会
稽
志
』（
現
、
浙
江
省
紹
興
市
付
近
の
地

方
誌
、
一
二
〇
一
年
）
は
、
あ
り
ふ
れ
た
習
俗
と
し
て
臘

日
粥
を
立
春
餅
と
と
も
に
以
下
の
よ
う
に
記
す
。「
臘
日

作
粥
、
春
日
作
餅
、
与
他
郷
不
甚
異
故
不
備
載
惟
」（『
嘉

泰
会
稽
志
』
巻
一
三
「
節
序
」
／
中
華
書
局
編
輯
部
編
『
宋

元
方
志
叢
刊
』
第
七
冊
、
中
華
書
局
、
一
九
九
〇
年
、

六
九
五
一
頁
上
）。
立
春
餅
に
つ
い
て
は
、中
村
裕
一
『
中

国
古
代
の
年
中
行
事
』
第
一
冊
春
、
汲
古
書
院
、

二
〇
〇
九
年
、
一
七
一
―
一
七
二
頁
を
参
照
の
こ
と
。

（　

）	「
直
隷
志
書
・
宛
平
県
」（
Ｇ
三
・
二
六
五
三
上
―
中
）。「
順
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天
府
風
俗
考
」（
Ｇ
八
・
七
八
八
四
下
）。『
資
陽
県
志
』
巻

二
「
地
理
志
・
時
序
」
は
、「
古
臘
祭
之
意
」
と
表
現
す

る
（
Ｌ
『
四
川
省
地
方
誌
』、
清
乾
隆
三
〇
（
一
七
六
五
）

年
本
）。
な
お
李
・
孔
・
潘
［
二
〇
一
七
、五
三
］
は
、
朱

元
璋
を
起
源
と
す
る
説
を
挙
げ
、
永
尾
［
一
九
九
六
、

一
六
二
―
一
六
八
］
も
出
典
を
明
記
し
な
い
が
、
種
々
の

起
源
説
を
挙
げ
て
い
る
。

（　

）	

馮
応
京
（
一
五
五
五
―
一
六
〇
六
）
に
よ
る
『
月
令
広
義
』

「
十
二
月
令
・
日
次
・
初
八
日
・
臘
八
粥
」（
第
一
三
冊
、

巻
二
〇
、一
五
丁
表
／
内
閣
文
庫
蔵
、
請
求
番
号
「
史

二
〇
一
―
〇
〇
〇
一
」）。『
嘉
興
県
誌
』
巻
一
五
「
里
俗
」

二
四
丁
表
（
Ｌ
『
浙
江
省
地
方
誌
』、
崇
禎
（
十
七
世
紀
）

本
）、『
銭
塘
県
誌
』
巻
七
「
風
俗
」
二
〇
丁
裏
（
Ｌ
『
浙

江
省
地
方
誌
』、
康
熙
五
七
（
一
七
一
八
）
年
本
）、「
江

南
志
書
、
金
壇
県
」（
Ｇ
三
・
二
六
五
四
上
）、「
鎮
江
府
風

俗
考
」（
Ｇ
一
二
・
一
四
三
三
七
中
）、「
杭
州
府
風
俗
考
」（
Ｇ

一
四
・
一
六
一
八
七
下
）
等
。
こ
れ
ら
に
は
ほ
ぼ
同
様
の

以
下
の
記
述
が
見
え
る
。「
…
…
謂
辟
邪
、
祛
寒
、
却
疾
」。

な
お
、
詳
細
は
論
じ
て
い
な
い
が
、
李
・
孔
・
潘

［
二
〇
一
七
、五
二
］
も
赤
豆
が
鬼
を
打
つ
と
い
う
大
儺
に

通
じ
る
民
族
文
化
が
臘
八
粥
に
見
え
る
こ
と
を
指
摘
し
て

い
る

（　

）	

前
集
・
巻
一
二
「
天
時
部
・
十
二
月
・
臘
八
粥
」（『
新
編

古
今
事
文
類
聚
』
巻
一
、
中
文
出
版
社
、
一
九
八
二
年
、

一
四
八
頁
下
）。

（　

）	

南
宋
の
范
成
大
（
一
一
二
六
―
一
一
九
三
）
撰
『
呉
郡
志
』

巻
三「
風
俗
」（
中
国
地
志
研
究
会
編『
宋
元
地
方
志
叢
書
』

第
四
冊
、
中
国
地
志
研
究
会
、
一
九
七
八
年
、
二
二
四
四

頁
下
）。
さ
ら
に
彼
は
詩
文
集（『
石
湖
詩
集
』巻
三
〇「
臘

月
村
田
楽
府
十
首
并
序
」）
の
序
と
詩
の
中
で
、
鬼
が
香

り
を
嫌
う
こ
と
や
、
本
来
は
小
正
月
（
一
月
十
五
日
）
の

祭
祀
が
変
化
し
た
も
の
だ
と
述
べ
る（『
范
石
湖
集
』巻
下
、

「
中
国
古
典
文
学
叢
書
」、
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
一

年
、
四
〇
九
頁
、
四
一
一
頁
）。
ま
た
『
夢
梁
録
』
は
、

そ
の
典
拠
が
不
明
だ
と
述
べ
（
Ｄ
一
八
一
）、『
武
林
旧
事
』

は
、
二
十
四
日
の
竃
神
を
祀
る
日
の
行
事
と
と
も
に
記
録

す
る
（
巻
三
「
歳
晩
節
物
」
Ｄ
三
八
四
）。

（　

）	

五
味
粥
の
名
前
自
体
に
、
辟
邪
の
意
が
込
め
ら
れ
て
い
る

と
考
え
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
『
周
礼
』「
天

官
・
疾
医
」
は
、
疾
医
（
内
科
医
）
と
は
、
四
季
の
流
行

病
に
対
し
て
、
五
味

0

0

・
五
穀
・
五
薬
に
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
の

病
を
治
療
す
る
と
述
べ
る（『
周
礼
注
疏
』第
五
巻「
天
官
・

疾
医
」
／
『
十
三
経
注
疏
』
中
華
書
局
、
一
九
八
〇
年
、

六
六
七
中
―
六
六
八
頁
上
）。

（　

）	『
酌
中
志
』
巻
二
〇
「
飲
食
好
尚
紀
略
・
十
二
月
」（
北
京

古
籍
出
版
社
、
一
九
九
四
年
、
一
八
三
―
一
八
四
頁
）。
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（　

）	『
帝
京
歳
時
紀
勝
・
燕
京
歳
時
記
』、
北
京
古
籍
出
版
社
、

一
九
八
一
年
、
三
九
頁
。
な
お
こ
れ
は
王
侯
臘
の
習
俗
と

し
て
記
し
、
十
二
月
二
十
三
日
に
も
竃
を
祀
る
「
祀
竃
」

が
あ
る
こ
と
も
記
載
す
る
。

（　

）	

長
井
［
二
〇
一
四
、三
二
―
三
五
］
は
、祀
竃
に
は
触
れ
ず
、

日
本
の
「
成
木
責
め
」
と
中
国
の
「
嫁
樹
・
問
樹
・
餵
樹
」

と
い
う
、
豊
作
を
願
う
習
俗
と
の
共
通
性
を
挙
げ
た
う
え

で
、
臘
や
蜡
の
影
響
の
可
能
性
を
指
摘
す
る
。

（　

）	「
陜
西
志
書
・
咸
寧
県
」（
Ｇ
三
・
二
六
五
三
下
）。
ま
た
中

村
喬
［
一
九
九
三
、六
一
八
］
は
他
の
地
方
誌
の
例
も
挙

げ
て
い
る
。

（　

）	『
遵
生
八
牋
』（
一
五
九
一
年
序
）
巻
六
「
四
時
調
摂
箋
・

冬
巻
・
冬
時
逸
事
・
臘
八
日
粥
」（
北
京
図
書
館
古
籍
出

版
編
輯
組
編
『
北
京
図
書
館
古
籍
珍
本
叢
刊
』
六
一
「
子

部
・
雑
家
類
」、
書
目
文
献
出
版
社
、
一
九
八
八
年
、

一
八
一
頁
下
）。

（　

）	『
大
邑
県
志
』
巻
三
「
風
俗
・
歳
序
令
節
条
」
二
九
丁
表
（
Ｌ

『
四
川
省
地
方
誌
』、
乾
隆
一
四
（
一
七
四
九
）
年
本
）。

（　

）	

陶
穀
（
九
〇
三
―
九
七
〇
）
の
『
清
異
録
』
巻
下
「
饌
羞

門
・
張
手
美
家
」
に
、
開
封
の
食
品
店
（
張
手
美
家
）
で

の
節
日
ご
と
の
商
品
名
と
し
て
、「
涅
盤マ
マ

兜
、二
月
十
五
日
」

「
指
天
餕
餡
、四
月
八
日
」
と
と
も
に
「
法
王
料
斗
、臘
八
」

と
あ
る
（
陳
氏
庸
間
斎
重
刊
、
光
緒
乙
亥
（
一
八
七
五
）

年
本
、
五
二
丁
裏
―
五
三
丁
表
）。
そ
れ
ぞ
れ
仏
の
涅
槃
、

降
誕
、
成
道
の
日
に
合
致
し
、
そ
の
名
前
か
ら
も
仏
成
道

を
記
念
し
た
食
品
で
あ
る
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
。
ま
た
そ

の
食
品
の
内
容
は
不
明
で
あ
る
も
の
の
、
中
村
喬

［
一
九
九
三
、六
一
七
］、
同
［
二
〇
〇
〇
、三
五
五
］
は
、

料
斗
は
科
斗
の
誤
写
で
あ
る
可
能
性
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ

「
科
お
た
ま
じ
ゃ
く
し斗
状
に
ひ
ね
っ
た
小
団
子
」、「
粉
製
の
精
進
す
い
と

ん
汁
」
を
推
定
す
る
。
ま
た
他
節
日
に
見
え
る
「
兜
」
と

「
酸
餡
」
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
中
村
喬
［
二
〇
〇
〇
、

三
五
三
―
三
五
四
］、［
二
〇
〇
〇
、二
四
八
―
二
五
〇
］が
、

前
者
を
粉
皮
に
餡
を
包
ん
で
蒸
し
た
食
品
、
後
者
を
肉
類

を
用
い
な
い
精
進
餡
の
饅
頭
だ
と
指
摘
し
て
い
る
。
こ
こ

か
ら
も
「
料
斗
」
が
同
様
の
団
子
状
の
食
品
で
あ
る
こ
と

が
推
定
さ
れ
る
。
な
お
程［
二
〇
一
六
、一
九
―
二
〇
］は
、

「
料
斗
」
は
七
宝
の
意
で
あ
り
、
臘
八
粥
の
原
始
名
称
で

は
な
い
か
と
述
べ
る
。

（　

）	

原
文
は
以
下
の
と
お
り
、「
金
僊
託
言
成
道
時
、
不
認
饕

饞
借
称
目
」（『
東
牟
集
』
巻
二
「
七
言
古
詩
・
臘
八
日
書

斎
早
起
南
鄰
方
智
善
送
粥
方
雪
寒
欣
然
尽
之
因
成
小
詩
」

／
『
四
庫
全
書
珍
本
初
集
』
集
部
一
三
七
二
冊
、
商
務
印

書
館
故
宮
博
物
院
蔵
文
淵
閣
本
影
印
、
一
九
三
五
年
、
八

丁
表
裏
）。
な
お
文
中
の
金
僊
は
仏
を
い
う
。	

（　

）	
ま
た
臘
日
に
は
、
口
脂
・
面
脂
・
紅
雪
と
い
っ
た
、
冬
の

192021222324
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乾
燥
か
ら
肌
を
護
る
軟
膏
薬
を
贈
り
合
う
「
臘
薬
」
と
呼

ば
れ
る
習
俗
が
あ
っ
た
と
さ
れ
（
中
村
裕
一
［
二
〇
一
一
、	

六
五
六
―
六
六
八
］）、『
武
林
旧
事
』
に
も
、
薬
の
内
容

は
不
明
だ
が
、
そ
れ
が
記
さ
れ
て
い
る
（
巻
三
「
歳
晩
節

物
」
Ｄ
三
八
四
）。
贈
答
と
い
う
点
で
臘
八
粥
の
贈
答
に

結
び
つ
い
た
可
能
性
も
あ
る
。
ま
た
高
［
二
〇
一
三
、

二
〇
〇
］
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
敦
煌
の
寺
院
で
は
、
臘

八
に
薬
を
作
り
口
に
し
た
こ
と
が
敦
煌
文
書
に
見
え
る
。

こ
れ
は
九
、十
世
紀
頃
の
こ
と
で
、
油
や
酥
な
ど
を
用
い

た
も
の
で
薬
と
表
現
さ
れ
る
が
、
前
述
の
臘
薬
と
は
異
な

る
。
こ
の
目
的
は
目
下
不
明
だ
が
、
高
［
二
〇
〇
四
、

三
〇
〇
―
三
〇
三
、三
八
六
―
三
八
七
］
は
臘
八
粥
の
祖

型
で
は
な
い
か
と
指
摘
す
る
。

（　

）	

五
味
粥
に
類
似
し
た
も
の
と
し
て
、
密
教
典
籍
に
見
え
る

五
味
雑
粥
、雑
粥
が
あ
る
。
た
と
え
ば
不
空
金
剛（
七
〇
五

―
七
七
四
）
の
訳
と
さ
れ
る
『
施
八
方
天
儀
則
』
に
、
天

へ
の
供
物
と
し
て
五
味
雑
粥
が
見
え
る
。
こ
れ
も
五
種
の

食
材
（
粳
米
・
菉
豆
・
油
麻
・
牛
乳
・
蘇
）
を
煮
込
ん
だ

粥
だ
と
す
る
が
、
内
容
も
目
的
も
臘
八
の
五
味
粥
と
は
異

な
る
（
Ｔ
二
一
・
三
七
八
下
―
三
七
九
上
）。

（　

）	

雪
嶠
円
信
（
一
五
七
一
―
一
六
七
四
）
は
、
臘
八
の
七
宝

五
味
粥
は
宋
代
の
東
京
よ
り
伝
わ
る
と
述
べ
る
（『
雪
嶠

信
禅
師
語
録
』
巻
八
「
書
問
・
附
石
布
衲
余
集
生
居
士
書
」

／
Ｑ
一
五
四
・
二
四
上
―
下
）。
ま
た
同
、「
荅
石
布
衲
」（
Ｑ

一
五
四
・
二
四
下
）
に
も
臘
八
の
七
宝
粥
が
見
え
る
。

（　

）	

今
釈
澹
帰
（
一
六
一
五
―
一
六
八
〇
）『
丹
霞
澹
帰
禅
師

語
録
』
巻
下
「
示
衆
・
臘
八
示
衆
」（
Ｊ
三
八
・
二
九
五
中
）。

（　

）	

同
時
代
の
『
増
修
教
苑
清
規
』（
一
三
四
八
年
）
巻
下
「
誡

勧
門
第
八
・
月
分
須
知
・
十
二
月
」
に
も
ほ
ぼ
同
文
が
見

え
る
（
Ｚ
一
〇
一
・
七
七
八
上
）。

（　

）	

こ
れ
は
紅
糟
が
粥
状
の
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
の
か
、

ま
た
紅
糟
を
入
れ
た
粥
で
あ
っ
た
の
か
は
目
下
不
明
で
あ

る
。
な
お
次
節
で
言
及
す
る
と
お
り
日
本
で
は
、
糟
を
粥

に
入
れ
る
と
い
う
記
述
が
見
え
る
。

（　

）	

紅
麹
は
紅
曲
・
丹
曲
と
も
い
い
、
米
にM

onascus

属
カ

ビ
が
増
殖
し
発
酵
し
た
鮮
紅
色
か
ら
朱
色
の
麹
を
い
う
。

ま
た
、
紅
麹
に
用
い
る
紅
曲
米
は
、
福
建
・
浙
江
・
江
西
・

四
川
各
省
の
特
産
品
で
あ
る
（
伊
藤
［
一
九
九
四
、

九
四
八
］）。
酒
を
造
る
他
に
、
古
く
か
ら
そ
の
鮮
や
か
な

朱
色
を
活
か
し
た
着
色
料
や
調
味
料
の
原
料
と
し
て
、
ま

た
薬
の
材
料
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
（
伊
藤

［
一
九
九
四
、九
四
八
］
遠
藤
［
一
九
八
五
、五
四
七
―

五
四
八
］）。

（　

）	
明
代
の
宋
詡
（
一
四
八
八
―
一
五
〇
五
）
の
『
竹
嶼
山
房

雑
部
』
第
一
九
「
尊
生
部
七
・
糟
部
・
紅
糟
」
に
、
二
種

類
の
製
造
法
が
見
え
、
ど
ち
ら
も
蒸
し
た
粳
米
と
紅
麹
を
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用
い
る
が
、一
方
は
餅
に
す
る
こ
と
を
記
す（『
四
庫
全
書
』

子
部
一
〇
・
竹
嶼
山
房
雑
部
・
雑
家
類
四
／
宋
・
趙
希
鵠

等
『
洞
天
清
録	

外
五
種
』
四
庫
筆
記
小
説
叢
書
、
上
海

古
籍
出
版
社
、
一
九
九
三
年
、
三
一
六
頁
下
）。

（　

）	『
鶏
肋
編
』
巻
下
は
、
野
菜
や
魚
肉
と
和
え
た
り
、
鯪
セ
ン
ザ
ン
コ
ウ
鯉

の
肉
と
煮
た
り
す
る
こ
と
を
記
す（
唐
宋
史
料
筆
記
叢
刊
、

中
華
書
局
、
一
九
八
三
年
、
一
一
八
頁
）。
ま
た
陳
維
崧

（
一
六
二
六
―
一
六
八
二
）
の
詩
に
も
、
紅
糟
を
用
い
た

山
獷（
蛙
）の
蒸
し
物
が
見
え
る（『
陳
維
崧
集
』巻
下「
陳

維
崧
集
補
遺
三
、
詩
、
七
絶
、
双
渓
竹
枝
詞
十
首
」、
上

海
古
籍
出
版
、
二
〇
一
〇
年
、
一
七
六
五
頁
）。

（　

）	『
古
今
図
書
集
成
』
に
は
、
該
当
の
薬
が
数
カ
所
に
見
え
、

そ
れ
ぞ
れ
薬
の
名
前
が
異
な
る
場
合
が
あ
る
も
、
材
料
は

同
じ
で
あ
り
、
紅
糟
に
生
姜
汁
・
白
塩
・
臘
月
猪
膏
を
加

え
た
も
の
で
あ
る
（
Ｇ
四
三
・
五
三
五
〇
〇
上
―
中
）（
Ｇ

四
四
・
五
三
六
五
四
中
）（
Ｇ
四
四
・
五
三
六
五
六
下
）（
Ｇ

四
五
・
五
五
三
四
六
中
）。

（　

）	

中
村
喬
［
一
九
九
五
、二
〇
〇
―
二
〇
一
］
は
、
福
建
地

方
で
紅
麹
を
用
い
て
作
ら
れ
た
酒
の
酒
糟
で
あ
る
こ
と
を

指
摘
す
る
。

（　

）	「
冬
夜
与
溥
庵
主
説
川
食
戯
作
」
と
題
し
「
未
だ
索麺餅
と

饡汁
か
け
め
し飯
と
を
論
ぜ
ず
、最
も
愛
す
る
は
紅
糟
並
び
に
缹
粥（
未

論
索
餠
与
饡
飯
、
最
愛
紅
糟
並
缹
粥
）」
と
見
え
る
（
銭
・

馬
［
二
〇
一
一
ｂ
、
一
〇
六
―
一
〇
七
］）。
こ
れ
は
、
淳

熙
十
一
（
一
一
八
四
）
年
の
冬
の
も
の
と
さ
れ
る
。
た
だ

し
他
の
材
料
と
混
ぜ
て
作
ら
れ
た
料
理
を
紅
糟
に
代
表
し

て
呼
ん
で
い
る
可
能
性
も
あ
る
。
な
お
缹
粥
は
、
同
じ
く

陸
游
の
「
寺
居
睡
覚
」
と
題
す
る
詩
に
も
見
え
、
自
身
で

「
僧
雑
菜
餌
。
之
属
作
粥
、
名
缹
粥
」
と
述
べ
る
（
銭
・

馬
［
二
〇
一
一
ａ
、
六
八
］）。

（　

）	

甘
酒
は
本
来
ア
ル
コ
ー
ル
分
が
な
い
が
、
日
本
の
甘
酒
に

相
当
す
る
中
国
の
酒
醸
は
、
ア
ル
コ
ー
ル
分
を
含
む
（
田

中
［
一
九
八
一
、四
三
―
四
四
］）。

（　

）	

天
岸
本
昇
（
一
六
二
〇
―
一
六
七
三
）
の
成
道
上
堂
に
も

類
似
表
現
が
以
下
の
と
お
り
見
え
る
。「
成
道
上
堂
…
…

臘
月
初
八
、
釈
迦
眼
錯
、
帯
累
児
孫
、
胡
斟
乱
酌
。
喫
紅

糟
底
、
胆
大
心
麤
、
…
…
」（『
天
岸
昇
禅
師
語
録
』
巻
二

「
住
青
州
大
覚
禅
院
語
録
」
Ｊ
二
六
・
六
六
七
上
）。

	
	

な
お
、
無
準
師
範
（
一
一
一
七
―
一
二
四
九
）
の
弟
子

で
高
峰
原
妙
（
一
二
三
八
―
一
二
九
五
）
の
師
で
あ
る
、

南
宋
末
元
初
の
雪
巌
祖
欽
（
一
二
一
六
―
一
二
八
七
）
の

「
仏
成
道
上
堂
」
に
は
、「
糟
を
哺く
ら

い
醨
う
す
ざ
けを
啜
り
、
彷
彷

彿
彿
、
今
に
至
り
夢
に
酔
い
醒
め
ず
」
と
見
え
る
（『
雪

巌
祖
欽
禅
師
語
録
』
巻
一
「
袁
州
仰
山
禅
寺
語
録
」
Ｚ

一
二
二
・
五
〇
八
上
）。
こ
れ
は
後
述
の
『
楚
辞
』「
漁
夫
」

を
出
典
と
す
る
語
で
あ
り
、
俗
世
に
染
ま
る
と
い
う
比
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喩
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
も
の
の
、
仏
成
道
に
お
い
て

糟
と
醨
を
取
り
上
げ
、
酔
う
と
い
う
表
現
を
用
い
て
い

る
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
。

	
	『

楚
辞
』
の
当
該
箇
所
の
原
文
は
以
下
の
と
お
り
、「
衆

人
皆
酔
、
何
不
餔
其
糟
而
歠
其
醨
、
何
故
深
思
高
挙
自

令
放
為
）（
俞
国
林
・
朱
兆
虎
『
楚
辞
校
釈
』、
中
華
書
局
、

二
〇
一
四
年
、
三
〇
八
頁
）。

（　

）	

清
代
の
『
大
乗
本
生
心
地
観
経
浅
註
』
巻
五
は
、
香
糜
を

牧
女
が
仏
に
献
じ
た
も
の
と
す
る（
Ｚ
三
四
・
三
四
七
上
）。

そ
し
て
無
異
元
来
（
一
五
七
六
―
一
六
三
〇
）
の
語
に
見

え
る
そ
れ
は
、
臘
八
の
も
の
で
は
な
い
が
、
白
い
こ
と
を

示
唆
す
る
（「
白
乳
香
糜
意
味
長
、
沾
著
唇
吻
生
白
醭
」

／
『
無
異
元
来
禅
師
広
録
』
巻
三
三
「
寿
言
・
上
寿
昌
和

尚
七
十
」
Ｚ
一
二
五
・
三
七
六
上
）。
ま
た
百
痴
行
元

（
一
六
一
一
―
一
六
六
二
）
は
、
そ
れ
を
口
に
す
る
こ
と

で
身
体
が
温
ま
る
と
言
う（「
臘
八
喫
香
麋
、禅
和
楽
有
余
、

渾
身
都
煖
熱
、
不
怕
雪
風
吹
」
／
『
百
痴
禅
師
語
録
』
巻

一
四
「
金
粟
首
座
寮
秉
払
」
Ｊ
二
八
・
七
四
上
）。
他
に
も

以
下
の
禅
僧
た
ち
の
語
に
見
え
る
。幻
有
正
伝（
一
五
四
九

―
一
六
一
四
）『
幻
有
伝
禅
師
語
録
』
巻
三
「
間
談
」（
Ｑ

一
五
三
・
五
〇
九
下
）、
同
、
巻
五
「
晩
話
」（
Ｑ

一
五
三
・
五
六
〇
下
―
五
六
一
上
）。費
隠
通
容（
一
五
九
三

―
一
六
六
一
）『
費
隠
禅
師
語
録
』
巻
九
「
上
堂
九
」（
Ｊ

二
六
・
一
五
〇
下
）。
函
是
天
然
（
一
六
〇
八
―

一
六
八
五
）『
廬
山
天
然
禅
師
語
録
』「
臘
八
上
堂
」（
Ｊ

三
八
・
一
二
九
中
）。

	
	

な
お
紅
糟
と
、
以
下
の
香
斎
と
絡
粥
が
同
様
で
あ
る
可
能

性
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
木
陳
道
忞
（
一
五
九
六
―

一
六
七
四
）
は
、
傑
峰
の
語
を
批
判
的
に
引
き
、
自
身
は

立
場
が
異
な
る
こ
と
を
述
べ
る
に
あ
た
り
「
臘
八
喫
香

斎
」
と
言
う
（『
弘
覚
忞
禅
師
語
録
』
巻
三
「
住
明
州
太

白
山
天
童
禅
寺
語
録
・
臘
八
上
堂
」
Ｑ
一
五
五
・
一
二
七

下
）。
さ
ら
に
善
権
達
位
（
一
六
一
九
―
一
六
八
四
）
は
、

木
陳
の
語
を
引
き
、
同
様
に
「
臘
八
喫
絡
粥
」
と
述
べ
る

（『
善
権
位
禅
師
語
録
』「
小
参
」
Ｊ
三
九
・
九
二
三
下
）。

（　

）	『
夢
梁
録
』に
は
紅
糟
の
記
述
に
続
き
、食
材
が
列
挙
さ
れ
、

そ
こ
に
乳
が
入
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
紅
糟
の
材
料
で
あ

っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
一
方
で
記
述
内
容
全
体
か
ら
は
五

味
粥
の
そ
れ
を
指
す
と
思
し
い
。
拙
論
で
は
ひ
と
ま
ず
後

者
を
取
る（
注
11
も
参
照
）。
な
お『
古
今
図
書
集
成
』は
、

臘
八
に
酒
や
醴
を
造
る
地
域
が
複
数
あ
っ
た
こ
と
を
記
す

（
Ｇ
三
・
二
六
五
三
中
―
下
）。

（　

）	

乾
峰
士
曇
（
一
二
八
五
―
一
三
六
二
）『
乾
峰
和
尚
語
録
』

「
偈
頌
・
次
府
中
東
陵
和
尚
雪
韻
」（
玉
村
竹
二
『
五
山
文

学
新
集
』
別
巻
一
、
東
京
大
学
出
版
、
一
九
七
七
年
、

六
三
六
頁
）。
な
お
詩
中
の
東
陵
永
璵
（
一
二
八
五
―
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一
三
六
五
）
は
一
三
五
一
年
に
来
朝
し
た
元
僧
。
竺
山
得

仙（
一
三
四
四
―
一
四
一
三
）『
竺
山
得
仙
語
録
』巻
一「
仏

成
道
上
堂
」（
続
曹
全
「
語
録
」
一
・
七
上
）、「
紅
糟
」（
同
、

二
〇
上
）、「
慰
定
坐
僧
坐
睡
」（
同
、二
二
上
）。
な
お
「
仏

成
道
」（
同
、
一
九
上
）
に
は
「
糟
粥
」
と
い
う
語
が
見

え
る
。
春
浦
宗
煕
（
一
四
〇
九
―
一
四
九
六
）『
大
宗
禅

師
語
録
』
巻
下
、「
謝
先
臘
八
贈
紅
糟
」（
細
合

［
一
九
八
九
、一
四
九
下
］）。
万
里
集
九（
一
四
二
八
―
？
）

『
梅
花
無
尽
蔵
』
巻
四
「
出
山
釈
迦
像
」（
玉
村
竹
二
『
五

山
文
学
新
集
』
巻
六
、
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
七
二
年
、

八
五
六
頁
）。
横
川
景
三
（
一
四
二
九
―
一
四
九
三
）『
補

庵
京
華
集
』「
癸
巳
（
文
明
五
年
）
臘
八
、
奉
悼
師
叔
万

松
（
仙
巌
澄
安
）
大
和
尚
」（
玉
村
竹
二
『
五
山
文
学
新
集
』

巻
一
、
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
六
七
年
、
二
三
三
頁
）。

実
伝
宗
真
（
一
四
三
四
―
一
五
〇
七
）『
大
弘
禅
師
語
録
』

巻
三「
因
初
雪
謝
人
恵
紅
糟
」（
細
合［
一
九
八
九
、四
一
九

上
］）。

（　

）	『
蔭
凉
軒
日
録
』（
竹
内
［
一
九
七
八
］）
は
、
ほ
ぼ
毎
年

の
よ
う
に
等
持
寺
と
と
も
に
紅
糟
を
献
上
し
た
こ
と
を
記

録
す
る
。

（　

）	「
大
徳
寺
文
書
之
一
、【
一
二
三
】
大
徳
寺
事
務
定
文
（
応

安
元
（
一
三
六
八
）
年
）」「
仏
成
道
供
具
御
布
施
并
紅
糟

事
、
如
先
規
」（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
［
一
九
四
三
、	

八
〇
］）。「
同
、【
一
二
四
】
大
徳
寺
寺
用
下
行
定
文
（
応

安
四
（
一
三
七
一
）
年
）」「
三
仏
一
祖
忌
…
…
臘
八
紅
糟

五
百
文
」（
同
［
一
九
四
三
、八
四
］）。「
同
、【
五
一
一
】

龍
翔
寺
規
式
壁
書
（
永
享
八
（
一
四
三
六
）
年
）」「
臘
八

紅
糟
事
」（
同
［
一
九
四
三
、五
二
〇
］）。

（　

）	

臘
八
以
外
に
口
に
し
た
例
と
し
て
、延
徳
元
（
一
四
八
九
）

年
十
二
月
十
八
日
に
客
に
紅
糟
を
出
し
た
こ
と
が
見
え

（
竹
内
［
一
九
七
八
、三
―
五
四
〇
下
］）、
明
応
二

（
一
四
九
三
）
年
二
月
十
日
に
虫腹

気痛

に
よ
り
絶
食
し
、
夜

に
紅
糟
を
少
し
だ
け
口
に
し
（
竹
内
［
一
九
七
八
、五
―

二
八
四
上
］）、
同
、
二
十
九
日
に
も
回
復
せ
ず
、
晩
に
漿お
も
ゆ

で
薄
め
た
紅
糟
を
口
に
し
た
こ
と
を
記
す
（
竹
内

［
一
九
七
八
、五
―
二
九
三
下
］）。

（　

）	「
大
酒
ノ
ミ
」
と
あ
り
、
近
現
代
で
は
あ
る
が
「
護
摩
酢
」

と
い
う
酒
の
隠
語
が
あ
る
こ
と
か
ら
（
木
村
・
小
出

［
二
〇
〇
〇
、四
七
二
下
―
四
七
八
上
］）、
こ
こ
に
見
え
る

酢
が
酒
を
暗
喩
し
て
い
る
可
能
性
も
あ
る
。

（　

）	『
庭
訓
往
来
』（
南
北
朝
～
室
町
期
／
『
続
群
書
類
従
』
第

一
三
輯
下
「
消
息
部
」
巻
三
六
一
、一
〇
四
一
頁
上
）。『
異

制
庭
訓
往
来
』（
南
北
朝
期
／
『
群
書
類
従
』
第
九
輯
「
消

息
部
」
巻
一
四
〇
、四
九
二
頁
下
）。『
新
札
往
来
』

（
一
三
六
七
年
／『
続
群
書
類
従
』第
一
三
輯
下「
消
息
部
」

巻
三
六
三
、一
〇
六
一
頁
下
）。
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（　

）	『
撮
壌
集
』
下
「
飲
食
部
・
羹
類
」（
一
四
五
四
年
／
『
続

群
書
類
従
』
第
三
〇
輯
下
「
雑
部
」
巻
八
八
九
、三
一
一

頁
下
）。『
新
撰
類
聚
往
来
』上「
其
羹
名
者
、付
煎
点
」（
室

町
期
／
同
、
第
一
三
輯
下
「
消
息
部
」
巻
三
六
四
、	

一
〇
七
九
頁
上
）。

（　

）	『
殿
中
申
次
記
』（
十
五
世
紀
／
『
群
書
類
従
』
第
二
二
輯

「
武
家
部
」
巻
四
〇
七
、二
七
二
頁
上
）。

（　

）	『
二
水
記
』（
一
五
二
〇
年
／
史
料
編
纂
所
編『
二
水
記
』一
、

岩
波
書
店
、
一
九
八
九
年
、
二
五
七
頁
）。

（　

）	『
当
今
年
中
行
事
』（
中
御
門
天
皇
（
在
位
・
一
七
〇
九
―

一
七
三
五
）
の
年
中
行
事
記
録
）（『
続
々
群
書
類
従
』
第

七
「
法
制
部
二
」
四
八
〇
頁
上
）。『
お
ゆ
ど
の
ゝ
う
え
の

日
記
』（『
続
群
書
類
従
』補
遺
三「
お
湯
殿
の
上
の
日
記
」）

に
五
〇
箇
所
以
上「
う
ん
そ
う
」「
う
ん
さ
う
」と
見
え
る
。

こ
れ
は
、
文
明
九
（
一
四
七
七
）
年
か
ら
貞
享
四

（
一
六
八
七
）
年
ま
で
書
き
継
が
れ
た
女
房
日
記
で
あ
る
。

（　

）	

大
蔵
虎
明
（
一
五
九
七
―
一
六
六
二
）
の
「
大
名
狂
言
類
・

ぶ
ん
ざ
う
」
に
「
う
ん
ざ
う
か
ゆ
」
と
見
え
る
（
池
田
・

北
原
［
一
九
七
二
、二
三
八
］）。

（　

）	

製
法
に
つ
い
て
は
触
れ
な
い
が
、
他
箇
所
に
も
見
え
（
国

田
［
一
九
六
四
、三
一
三
］）、
こ
れ
の
類
本
『
洞
中
年
中

行
事
』
に
も
、
同
様
の
記
述
が
あ
る
（
同
［
一
九
六
四
、	

四
〇
四
・
四
一
六
］）

（　

）	『
貞
丈
雑
記
』
は
本
文
引
用
に
続
き
に
、
無
著
と
同
様
の

紅
に
「
ウ
ン
」
の
音
が
な
い
と
い
う
指
摘
を
し
た
後
、
紅

糟
と
温
糟
は
別
物
だ
と
し
、
味
噌
や
糟
を
入
れ
る
も
の
が

後
者
だ
と
述
べ
る
（
島
田
［
一
九
八
五
、一
二
三
］）。
こ

れ
は
十
八
世
紀
の
説
で
あ
り
、
こ
れ
以
前
に
す
で
に
無
著

が
紅
糟
を
五
味
粥
の
別
称
だ
と
指
摘
し
て
お
り
、
こ
こ
に

見
え
る
紅
糟
は
五
味
粥
を
指
す
可
能
性
が
あ
る
。

（　

）	

少
な
く
と
も
現
在
で
は
、
甘
酒
を
作
る
際
、
酒
糟
を
利
用

す
る
例
が
あ
る
。

（　

）	

五
味
粥
は
臘
八
の
紅
糟
に
続
き
「
又
」
と
し
て
挙
げ
て
お

り
、
こ
れ
を
臘
八
の
供
物
と
し
て
認
識
し
て
い
た
と
解
釈

す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
以
前
に
節
日
の

食
品
を
列
挙
し
て
お
り
、
ま
た
高
賓
に
待
し
な
い
と
い
う

表
現
は
、
少
な
く
と
も
中
国
に
お
け
る
五
味
粥
の
性
質
と

は
一
致
し
な
い
。

（　

）	「Gom
icjucu

」
は
、「
五
種
の
物
を
ま
ぜ
て
作
っ
た
汁

（X
iru

）
の
入
っ
て
い
る
粥
」、「V

nzǒ

」
は
内
容
不
明
だ

が
、「
食
物
の
一
種
」
と
そ
れ
ぞ
れ
説
明
さ
れ
る
。

（　

）	

古
代
の
日
本
で
は
、
琉
球
を
除
き
紅
麹
は
一
般
的
で
は
な

く
（
吉
﨑
［
二
〇
一
八
］）、
紅
糟
に
そ
れ
を
用
い
て
い
な

か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
十
四
世
紀
当
時
、
紅
糟
の

色
を
赤
と
認
識
す
る
場
合
も
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。
す

な
わ
ち
『
源
氏
物
語
』
第
四
九
帖
「
宿
木
」
に
は
、「
粉ふ

484950515253
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熟ず
く

」
と
い
う
食
品
名
が
見
え
（
山
岸
［
一
九
六
六
、

三
三
四
］）、
こ
れ
に
対
し
て
十
四
世
紀
の
『
源
氏
物
語
』

の
注
釈
書
で
あ
る
『
河
海
抄
』
巻
一
八
は
、「
金
谷
苑マ
マ
（
園
）

記
云
、
献
赤
粉
餅
［
不
本
真
本
以
下
ナ
シ
］。
裏
書
云
、

今
ノ
ウ
ン
ソ
ウ

0

0

0

0

ノ
ヤ
ウ
ナ
ル
物
歟
」（
玉
上
［
一
九
六
八
、	

五
七
三
上
］
傍
点
筆
写
）
と
注
を
付
け
て
い
る
。「
ウ
ン

ソ
ウ
」
が
紅
糟
で
あ
れ
ば
、
粉
熟
の
説
明
と
し
て
「
赤
粉

餅
」
を
引
き
、
そ
れ
に
類
似
す
る
可
能
性
を
述
べ
る
の
だ

か
ら
、
こ
れ
は
紅
糟
を
赤
色
の
食
品
と
見
て
い
る
こ
と
に

な
る
。
た
だ
し
同
時
代
の
別
の
注
釈
書
『
原
中
最
秘
抄
』

巻
下
は
、
紅
糟
と
は
注
せ
ず
、
米
・
麦
・
大
豆
・
小
豆
・

胡
麻
な
ど
の
五
穀
を
用
い
た
餅
状
の
菓
子
だ
と
述
べ
る

（
館
蔵
［
二
〇
〇
〇
、二
一
一
―
二
一
四
］）。

（　

）	『
禅
林
象
器
箋
』
巻
一
六
「
飲
啖
類
上
・
紅
糟
」（
柳
田

［
一
九
七
九
、六
六
三
上
］）。『
勅
修
百
丈
清
規
左
觿
』
巻

一
九
「
節
臘
章
・
紅
糟
」（
同
［
一
九
七
七
、九
七
〇
上
］）。

ま
た
無
著
は
、
そ
こ
で
『
下
学
集
』（
室
町
期
の
辞
書
）

巻
下
「
飲
食
門
」
に
見
え
る
「
紅
調
粥
」
の
調
は
糟
の
誤

り
だ
と
指
摘
す
る
。
し
か
し
『
下
学
集
』
は
そ
れ
を
「
正

月
十
五
日
赤ア

ヅ
キ
カ
ユ

豆
粥
也
」
と
記
す
の
と
は
別
に
、「
紅ウ
ン
ザ
ウ糟
」

を
立
て
て
い
る（
東
京
大
学
国
語
研
究
室『
下
学
集	

三
種
』

資
料
叢
書
、
第
一
四
巻
、
汲
古
書
院
、
一
九
八
八
年
、

七
四
・
七
六
、二
二
四
・
二
二
七
、三
八
四
・
三
八
六
）。
な
お

十
七
世
紀
初
頭
に
編
纂
さ
れ
た
東
福
寺
の
清
規
『
東
福
寺

清
規
』
に
は
、「
紅
粥
」
と
見
え
（
尾
﨑
［
二
〇
一
二
、

一
二
八
］）、
こ
れ
は
元
宵
（
一
月
十
五
日
）
の
こ
と
と
す

る
た
め
「
紅
調
粥
」
を
指
す
。

（　

）	

真
言
宗
僧
、寛
助
（
一
〇
五
七
―
一
一
二
五
）
の
『
別
行
』

「
第
六
、
諸
天
上
、
十
二
天
供
略
作
法
」
に
「
五
味
粥
」

と
い
う
語
が
見
え
る
も
の
の
（
Ｔ
七
八
・
一
六
九
上
）、
前

出
の
密
教
典
籍
（
注
27
）
の
も
の
と
一
致
し
、
臘
八
の
五

味
粥
と
は
異
な
る
。

（　

）	『
瑩
山
清
規
』
巻
下
「
年
中
行
事
第
三
」
で
は
、「
正
月
一

日
、粥
時
必
五
味
粥
」（
Ｔ
八
二
・
四
三
六
下
）
と
あ
り
、同
、

巻
上
「
月
中
行
事
第
二
・
正
月
」
に
も
一
日
に
、「
今
晨
、

修
設
五
味
粥
［
或
云
、浄
粥
］」（
Ｔ
八
二
・
四
二
五
下
、［　

］

割
り
注
）
と
見
え
る
。

（　

）	

虎
関
師
錬
（
一
二
七
八
―
一
三
四
六
）
の
詩
文
『
済
北
集
』

巻
六「
偈
賛
之
二
・
開
炉
日
嘗
五
味
粥
」（
上
村
観
光
編『
五

山
文
学
全
集
』
巻
一
、
帝
国
教
育
出
版
部
、
一
九
三
五
年
、

九
一
、九
二
頁
）。

（　

）	

原
文
は
以
下
の
と
お
り
、「
五
味
粥
黙
念
、
此
食
色
香
味
、

上
供
十
方
仏
、
中
奉
諸
賢
聖
、
下
済
於
鬼
神
、
普
為
法
界

有
情
、
同
成
無
上
道
」（
椎
名
［
二
〇
一
六
、四
七
〇
上
―

下
］「
二
時
粥
飯
過
堂
式
」）。
な
お
『
入
衆
日
用
』
は
、

南
宋
の
無
量
宗
寿
（
生
没
年
未
詳
）
が
十
三
世
紀
初
頭
に
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著
し
た
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
が
日
本
で
加
筆
さ
れ
た
も
の

で
な
け
れ
ば
、「
二
―
一
」
で
分
析
し
た
と
お
り
、
中
国

禅
林
に
お
い
て
五
味
粥
が
臘
八
と
つ
な
が
ら
な
い
用
例
の

一
つ
と
し
て
加
え
ら
れ
る
。

（　

）	

道
元（
一
二
〇
〇
―
一
二
五
三
）の「
解
夏
小
参
」に「
…
…

今
朝
五
味
粥
這
箇
衲
僧
屋
裏
尋
常
活
計
」
と
見
え
る
（『
永

平
広
録
』
巻
八
／
曹
全
「
宗
源
」
下
、
一
〇
五
頁
上
）。

こ
の
表
現
で
は
解
夏
の
み
に
五
味
粥
を
口
に
し
た
と
断
言

で
き
ず
、
永
井
［
一
九
九
四
、一
四
八
］
は
、「
臘
八
に
も

五
味
粥
の
設
斎
が
あ
っ
と
み
て
よ
い
か
も
し
れ
な
い
」
と

述
べ
る
。

（　

）	

拙
論
［
二
〇
一
九
］
で
は
、『
椙
樹
林
清
規
』
の
「
紅
糟
粥
」

を
見
落
と
し
て
い
た
た
め
こ
こ
に
訂
正
す
る
。
な
お
、
こ

の
訂
正
に
よ
っ
て
も
論
旨
は
変
わ
ら
な
い
。

（　

）	

未
翻
刻
で
あ
り
、成
立
年
に
つ
い
て
は
、拙
論［
二
〇
一
九
、	

一
一
三
］
注
4
参
照
の
こ
と
。

（　

）	

尾
﨑
［
二
〇
〇
五
、一
七
八
］
は
、
⑨
『
吉
祥
山
永
平
寺

年
中
定
規
』
が
正
月
・
臘
八
と
も
に
五
味
粥
を
記
す
こ
と

に
着
目
し
、
臘
八
に
五
味
粥
が
定
着
す
る
過
渡
的
な
記
述

だ
と
指
摘
し
て
い
る
。

（　

）	

前
述
の
『
禁
中
女
房
内
々
記
』
等
は
紅
糟
に
複
数
の
食
材

を
用
い
て
い
た
。
こ
れ
も
五
味
粥
の
性
質
だ
と
考
え
る
こ

と
も
可
能
性
だ
が
、
甘
酒
や
酒
糟
、
ま
た
餅
や
青
物
を
用

い
る
点
で
五
味
粥
と
は
異
な
る
。

（　

）	

現
在
の
多
く
の
臨
済
宗
専
門
道
場
に
お
け
る
、
臘
八
摂
心

中
の
粥
座
時
の
副
菜
で
あ
る
白
菜
漬
も
、
中
国
の
習
俗
の

移
入
が
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
『
燕
京
歳
時
記
』

（
一
八
八
九
年
頃
）「
大
白
菜
」
は
、
臘
八
粥
の
副
菜
と
し

て
の
そ
れ
を
記
す
の
で
あ
る
（『
帝
京
歳
時
紀
勝
・
燕
京

歳
時
記
』、
北
京
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
一
年
、
九
二
頁
）。

な
お
日
本
で
白
菜
の
食
用
が
一
般
化
し
た
の
は
明
治
以
降

の
こ
と
と
さ
れ
る
。

『
黄
檗
山
内
清
規
』
の
閲
覧
使
用
に
際
し
て
は
、
黄
檗
文
化
研
究
所
様
よ
り
ご
高
配
を
賜
り
ま
し
た
。
厚
く
御
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

（
花
園
大
学　

准
教
授
）

646566

676869
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